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ー
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
構
造
的
特
質

従
来
等
閑
に
さ
れ
て
い
た
「
金
融
資
本
」
白
陸
奥
的
・
具
般
的
機
構
D
比
較
研
究
を
告
し
ナ
す
め
る
た
め
に
は
、

の
機
構
を
現
賓
北
し
た
と
こ
ろ
の
費
本
主
義

ι内
在
的
託
委
展
過
程
か
ら
白
把
揖
を
明
確
に
む
・
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
周
知
白
・
巳

ル
フ

F
l
Jアイ

Y
グ
の
『
金
融
資
本
』
に
拾
い
て
は
、
レ

l

こ
J
D
『
有
岡
主
義
』
の
う
ち
に
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
上
う
に
、
「
生

産
と
者
木
と
O
集
中
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
澗
占
と
の
閥
聯
に
つ
い
て
は
透
徹
し
た
行
論

E
H附
い
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
産
業
資
本
白
集
積
・
集
中
か
ら
生
育
す
Z
漏
占
と
、
銀
行
資
本
白
集
積
・
集
中
か
ら
生
育
す
る
濁
占
、
と
の
ニ
系
列
の
過
程
の

融
合
を
基
礎
と
し
で
始
め
て
、
「
金
融
査
本
」
の
機
構
由
中
核
を
・
な
し
て
い
る
・
い
『
わ
ゆ
る
「
銀
行
長
本
白
産
業
費
本
と
白
融
合
ま

た
は
合
牛
」
白
具
慨
的
在
り
方
を
明
確
陀
す
る
と
と
も
出
来
れ
ば
、
ま
た
、
そ
の
歴
史
的
位
置
を
理
解
す
る
ζ

と
も
出
来
る
。
問
題

は
こ
の
「
金
融
資
本
」
白
機
構
を
費
本
主
義
に
内
在
的
友
護
展
過
程
か
ら
、
夏
に
誰
め
て
祉
曾
白
去
礎
構
建
か
ら
、
究
明
し
て
、
そ

「
金
融
資
本
」

の
特
質
を
把
握
す
Z
賦
忙
あ
る
。

そ
の
場
合
、
「
金
融
者
本
」
白
形
成
を
基
準
に
す
れ
ば
、
最
も
先
進
的
と
い
わ
れ
る
ド
イ
ツ
『
金
融
費
本
」
白
機
構
を
明
確
に
し
て

治
〈
と
左
位
、
是
非
と
も
呆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
研
究
白
一
階
梯
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
考
察
の
中
心
は
「
金
融
資
本
」
成
立
期

陀
島
か
れ
る
が
、
と
の
時
期
は
ま
さ
し
〈
ド
イ
ツ
「
金
融
費
本
」
の
機
構
分
析
に
着
手
す
る
た
め
の
「
超
新
・
比
較
の
基
礎

1
車
位
L

を
殺
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
金
回
費
本
b
構
揖
的
特
一
質

ト)

第
六
十
セ
轡

= 
四
七

一直
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ツ
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金
融
資
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構
撞
的
特
質

(-) 

第
六
十
七
程

四
O 

ヨ

四

凡

策

古

披

「ゴ

l
デ
ィ
ア
ス
の
結
び
目
」

O
よ
う
に
絡
み
合
う
て
い
た
・
銀
行
費
本
白
産
業
資
本

T
D閥
係
は
、
一
八
七
三
年
白
恐
慌
を
起

鮪
と
す
る
ご
系
列
の
資
本
集
中
過
科
白
融
合
の
開
結
と
し
て
、
十
九
世
組
と
二
十
世
相
と
の
交
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ル

H
M
六
大
銀
行
を

紐
帯
と
す
る
・
銀
行
資
本
の
濁
占
閥
系
白
産
業
資
本
の
濁
占
糟
系
と
の
融
合
室
た
ほ
合
生
の
か
た
ち
に
整
理
せ
ら
れ
‘
「
金
融
資
本
」

の
編
制
が
明
ら
か
陀
現
わ
れ
て
く
る
。
も
ま
土
hj
、
産
業
費
本
白
集
積
・
集
中
の
過
程
D
分
析
か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
叙

述
。
便
宜
上
、
最
初
陀
銀
行
資
本
白
集
積
・
集
中
の
過
程
を
、
ベ
ル
リ

y
六
大
銀
行
白
形
成
を
中
心
と
し
て
迫
跡
し
、
銀
行
資
本
白

産
業
資
本
と
白
閥
係
の
推
移
に
つ
い
て
概
括
的
表
象
を
得
て
島
と
う
。

註

(1) 

m
o
E
E
E
R
E
E
r計
百
盟
関
白
目
目

F
O
E
O
E
H
S
4
伊

記

銀
行
資
本
山
産
業
資
本
と
四
酌
僚
と
質
的
に
異
っ
た
規
定
と
し
て
、
組
行
資
本
白
産
業
費
本
と
白
和
L
P

・
骨
骨
ま
た
は
恥
ι
?
な

E
白脇村叫冊目

表
現
が
奥
え

b
れ
る
棋
擦
は
潤
占
の
形
成
。
中
医
求
め
b
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ζ

回
融
は
小
諦
M
H

布
い
て
具
髄
的
に
検
問
せ

ιれ
て
い
る
。

(町

4
u
y
?
V
六
大
銀
行
の
形
成

ド
イ
ツ
銀
行
費
本
の
集
積
・
集
中
。
過
程
は
、
ま
た
同
時
忙
、
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
。
猫
占
的
支
配
憾
系
O
J確
立
せ
ら
れ
る
過
程

で
も
あ
る
。
一
八
四
四
年
白
ピ

1
ル
傑
例
白
褒
布
を
時
機
と
し
て
確
立
せ
ら
れ
る

J
イ
ギ
リ
ス
的
預
金
銀
行
型
」
に
謝
比
し
て
‘
「
正

規
白
銀
行
業
務
」
(
晴
唯
一
日
間
一
配
{
日
臨
む
と
と
も
に
「
護
起
業
務
」
(
の
同
E
E
m
m閃

iさ
を
特
徴
的
栓
機
能
に
掲
げ
、
産
業
費

本
白
展
開
と
白
密
接
な
関
係
を
明
示
し
・
な
が
ら
現
わ
れ
て
〈
る
ド
イ
ツ
銀
行
資
本
は
、
そ
の
機
能
の
特
質
か
ら
「
特
殊
ド
イ
ツ
的

銀
行
型
」
(
晶
司
m
官
盟
国
回
岳
宮
量

O
E
F
n
E司
)
と
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
の
銀
行
資
本
の
集
積
・
集
中
の
展
開
は
四
つ
白
階
梯
に

分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
期
H

一
八
四
八

l
七
三
年
。
と
の
階
梯
白
中
陀
は
こ
っ
白
大
き
な
「
創
立
狂
熱
L
2
E骨
回
唱
宮
田
島



白
時
代
、
五
三
五
六
年
及
び
七
一
七
三
匂
を
含
み
、
銀
行
安
本
の
地
位
と
、
中
心
的
金
融
市
場
と
し
て
白
ベ
ル
1
1
y

の
地
位
と

む
確
立
せ
ら
れ
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
二
つ
の
恐
慌
，
五
七
年
及
び
七
三
年
を
輔
機
と
し
て
、
「
特
殊
ぜ
イ
ツ
灼
銀
行
型
」
白
機
能
と

「
ク
レ
ヂ
午
・
壱
ピ
リ
F
」
(
向
島
常
冨
O
ず

F
2
)
D
機
能
と
白
差
異
が
明
確
に
一
不
さ
れ
て
〈
る
。
第
二
期
l
七一一一

l
七
九
年
。
七
三
年

白
恐
慌
を
超
賠
と
し

τ、
銀
行
資
本
の
集
中
が
認
め
ら
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
ベ
ル
リ
ン
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ

-
F
レ
ス
J
T
Y
等
白
地
方

的
中
心
に
あ
る
銀
行
を
櫓
い
!
手
と
す
る
集
積
・
集
中
が
行
わ
れ
る
。
第
三
期
日
八

O

九
四
年
。
地
方
的
中
心
を
軸
と
す
る
集
積
・

ベ
ル
リ
V
を
中
心
と
す
る
集
積
・
集
中
運
動
市
移
行
し
、
地
方
に
依
然
と
し
亡
位
置
し

τ
い
た
大
銀
行
口
日
ω

骨
骨

kr
・
田
口
町
宮
司
E
E
g
w円
『
日
出
吉
田
門
耳
目
日
は
九
一
年
に
、
ベ
ル
リ
ン
支
居
を
設
置
し
、
ベ
ル
リ
ン
白
大
銀
行
と

集
中
運
動
は
、

出
呂
w
は
八
一
年
に
、

し
て
白
地
位
を
表
現
し
た
。
と
白
階
梯
忙
な
い
て
は
、
比
較
的
大
古
い
地
方
銀
行

q
E
E
t
)が
集
中
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
期

H

九

五

一

九

O
三
年
。
産
業
資
本
の
急
激
な
集
中
運
動
と
結
び
つ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
大
銀
行
作
手
り
激
烈
在
地
方
銀
行
白
編
制

が
行
わ
れ
‘
中
央
集
樫
的
で
あ
る
と
同
時
に
地
方
分
権
問
な
ベ
ル
リ
ン
白
六
犬
銀
行
白
調
占
的
支
囲
網
が
完
整
せ
ら
れ
る
階
梯
で
あ

h
y
 

一
九
O
一
二
年
の
巴
耳
包
坦
日
出
告
げ
と

h
F
由
。

F
S
E
E
m何回、
R
U
O
H
W
E
r
z耳
目
と
白
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
Y
ヂ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト

の
締
結
は
大
銀
行
聞
の
集
中
古
し
て
新
た
な
段
階
を
表
現
し
て
い
る
。

と
白
集
積
・
集
中
の
杢
過
程
の
基
幹
を
な
し
て
い
た
六
大
銀
行
の
地
枕
と
、
中
心
的
金
融
市
場
と
し
て
の
ベ
ル
リ
y

D
地
位
と
は
.

就
に
第
一
一
期
忙
確
立
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
‘
ま
た
、
「
特
殊
F
イ
ツ
的
銀
行
型
」
の
具
般
的
左
在
り
方
を
検
詮
し
て
、
ム
ハ
大
銀
行
の
産

業
資
本
に
封
す
る
閥
係
白
偏
差
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、

品
川
析
凸
力
賄
は
さ
し
あ
た
り
第
『
期
に
ゐ
か
れ
・
な
け
れ
ば
な

ら
友
い
。

駐

)
 

1
 

(
 

高
木
腸
哉
「
担
行
語
論
」
買
一
五
七
。

V
イ
ツ
金
融
資
本
目
樽
遁
的
特
質

{ー)

第
六
十
七
巻

三
四
丸

第

* 揖

四



(2) 

第
宍
+
七
巻

垣間
E
B
E
N
-
9
2
2
E
旨『
Z
Z
E
P
E
E
l
p
m】
貯
の
宮
崎
門
官
同

F
E
Z
-
勾
い
わ
ゆ
る
「
特
陣

V
イ
ツ
的
観
行
型
」
と

規
定
せ
ら
れ
る
担
行
責
ヰ
両
横
能
医
つ
い
て
は
、

s
n
E
F
E
E
V
E
r
E
2・4
司
mvR〕
w回向。
E
Eず
E
w
g
〔
「
冨

OR-E]wEH晶
$
自
国
内
自

〔
3
5
4
h
E
s
i
s
〔。・

E
S↑問。
5

3

E

E
門

F
E
T
E
A
r〕
宰
白
呼
稗

E
づ
て
も
現
b
か
な
よ
う
に
、
一
識

的
K
明
確
で
は
な
い
。
も
と
主
P
、
そ
白
捜
部
の
匪
直
的
町
民
開
田
中
に
担
い
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
与
な
い
が
、
私
は
「
綾
起
融
行
と
預
金

銀
行
・
と
の
続
ご

2
2
E
m
z品
目

。

E
P唱
百
島
ロ

4
2
H
E
E島
自
)
主
規
定
す
る
見
解
K
使

z
aえ
ば
、
司

-F同
E
F

'
開
ロ
寄
付

r宮
凶
胴

E
a
4仰

向

MmW2骨
骨
周
回

EHn
内
出
周
国
自
民

OHE-HEEEPHCH戸
田

-
E
D見
解
J

メ
ツ
ヅ
一
一
ヲ
1
申
エ
ラ
位
、
そ
の
他

民
、
更
に
骨
債
引
受
業
務

E
r
F
n開
mRE習
も
附
加
し

τ、
「
特
殊
ド
イ
ツ
的
担
行
型
』
自
陣
底
的
起
源
を
中
世
に
ま
で
遡
る
見
酔
は
、

H
R

イ
タ
金
融
資
本
田
構
造
的
特
質

(-) 

一口主

O

第
宍
貌

回

機
曲
の
質
的
差
別
を
鏑
闘
し
て
、
珠
に
前
期
的
な
個
人
金
融
業
者

HVH4且
r
B
F
2
と
近
代
的
な
「
特
碍
Y
イ
ツ
的
担
行
型
」
と
の
差
別
を

解
消
す
る
乙
と
に
な
る
。
(
「
嵩

E
F
m
Z
E
E
E
白
m
R
E
E
l
E
E
E自
圏
内

E
E
V
E
Z
E
E
-
S
H
H
)
l
l「
後
起
業
務
」

k
k
p
、
「
費
本
信
用
」
?
を
媒
介
す
る
貼
尻
、
「
涜
逼
信
用
」
回
一
探
介
を
も
衆
替
し
て
い
た
同
開

F
E
E
-
E
n同
『
『
H
V
E
F
(
M
3
0↓

世軍司・

1
司
自
国
吉
田

OFnE巴
1
E話・
1
列
。
"
の
伊
号
白
押
↓
)
そ
自
他
白
費
券
醜
行
目
時
揖
前
か

b
原
則
的
に
区
別
す
る
指
標
が
あ
る
。

E
E
z
y
g
同
S
N
E
E
Z
E
E
5
1
B
E
g
s
-出
E
E
R
g
-
w
Z
E
S
E
F
L
E
E
-
E・
白
内
容
量
一
日

(町

出

-
H
E
l
m
H
E
多
照
。

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

、

A

西
F
4ツ
ド
イ
ツ
に
暑
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
中
央
集
権
は
分
散
せ
ら
れ
て
K
4
・
目
、
一
つ
の
中
心
白
か
わ
り
に
い
く

、

、

、

、

、

、

、

、

、

わ

ー

つ
も
の
中
心
が
あ
ヲ
た
た
め
、
地
方
的
中
心
忙
夫
々
の
「
特
殊
ド
イ
ツ
的
銀
行
型
」
の
誕
生
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。
モ
白
機
能

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

白
特
質
か
ら
も
明
ら
か
岳
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
む
心
臓
ラ
イ
シ
・
プ

n
イ
セ
ン
由
中
心
日
ケ
ル
ン
に
一
最
初
白
「
特
殊
ド
イ
ツ

、
、
、
、
め
〔
ア
ブ
ヲ
ハ
ム
シ
ヤ
ウ
戸
ウ
ゼ
シ
級
一
行
、

的
銀
行
型
」

P
P
E
P
5
5
5
2
6
r
o円
宮
昇
2
5
5
の
設
立
せ
ら
れ
た
白
は
、
車
友
る
偶
然
で
は
な
い
。

十
九
世
紀
前
卒
、
金
融
業
務
の
最
も
主
要
訟
指
い
手
は
商
人
百
個
人
金
融
業
和

E
g
i
z
で
あ
っ
た
が

、
、
、
、
、
、
、

ケ
ル

y
白
倒
人



「
往
々
に
し
て
同
時
に
工
業
企
業
者
で
あ
っ
た
」
凸
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
よ
う
忙
、
既
に
十
九
世
紀
O
初
頭

よ
り
生
産
へ
の
喰
い
込
み
白
過
程
を
一
示
し
、
ま
た
同
時
に
、
本
来
の
産
業
資
本
に
射
が
る
貸
付
l
l主
と
し
て
短
期
信
用
l
I
E行

い
、
機
能
ょ
の
旋
回
を
強
力
に
現
わ
し
て
い
た
黙
に
あ
る
日
殊
に

J
一0
年
代
以
降
、
「
関
税
問
盟
」
の
保
護
白
下
に
、
織
遺
網
建
設

と
蓮
繋
ず
る
畿
日
石
炭
工
業
の
建
議
を
基
軸
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
大
工
業
へ
白
推
樽
の
過
程
に
、
一
群
。
ケ
ル
Y

の
商
人
U

個
人

金
融
業
者
が
主
導
的
役
割
を
演
じ
、
そ
白
先
頭
に
メ
ヴ
イ
セ
ン
(
白
P回

が
あ
ワ
た
。
サ
ン
・
シ
モ
ン
白
徒
メ
ヴ
ィ
セ

y
は
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
イ
セ
ン
白
躍
動
す
る
・
フ
ヲ
Y

ス
に
類
似
し
た
粧
漕
誇
関
係
を
基

磐
と
し
て
始
め
て
あ
白
「
信

E
a銀
行
に
闘
す
る
サ

y

・
シ
モ

Y
胴
譲
白
夢
を
寅
ち
す
る
可
能
性
を
奥
え
ら
れ
た
の
占
で
あ
る
。

金
融
業
者
白
特
色
は
、

-
次
第
に
切
買
に
要
請
せ
ら
れ
て
き
た
・
固
定
資
本
の
た
め
の
信
用
を
媒
介
す
る
・
新
し
い
型
白
銀
行
の
寅
現
を
妨
げ
て
い
た
D
は、

プ
ロ
イ
セ
ン
官
僚
H
絶
謝
主
義
で
あ
り
た
。
道
路
U
織
道
建
設
以
外
に
は
、
「
公
共
白
↑
一
阿
世
」
の
一
項
を
援
用
し
て
、
株
式
合
枇
白

設
立
認
可
E
殆
ん
ど
輿
え
な
か
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
、
銀
行
業
・
工
業
白
領
域
の
株
式
含
駐
設
立
企
闘
を
創
業
利
得
及
び
取
引

所
投
機
に
よ
る
致
官
の
意
闘
と
見
倣
し
て
い
た
だ
け
で
は
た
〈
、
農
業
由
利
盆
白
侵
害
、
そ
由
保
護
す
Z
銀
特

官
官
u
v
E
Y
M内
四

r
m
E
E
E
E
F
E
F
]
の
利
益
。
侵
害
を
怖
れ
，
頁
に
、
商
業
費
木
家
・
産
業
費
本
家
白
聯
合
に
主
り
生
み
問
さ
れ

る
新
し
い
力
陀
脅
威
主
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔

H
同

m
r
p
E
L尚早

と
の
障
害
を
と
り
除
い
た
コ
三
月
革
命
」
と
そ
「
特
殊
ド
イ
ツ
附
銀
行
型
」
の
直
接
由
生
み
の
母
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
ロ
ー

ケ
ル
シ
白
商
人
カ
ム
プ
ハ
ウ
ゼ
ン

(
E
f同
の

E
Z
E
m
E
)
円
ハ
ン
ゼ
7

ン
3
2
E
回
目
百

S
E
E
に
よ
り
自
由
主
義
的
政
府
が
成
立
し

た
時
、
既
に
ラ
イ
y
州
に
は
重
大
在
信
用
危
機
が
切
迫
し
て
い
た
。
温
度
。
投
機
・
工
業
へ
白
投
費
の
た
め
流
動
性
を
紋
い
亡
い
た

個
人
金
融
業
者

p
r
z
E自
由
岳

E
E
E
Eロ
は
政
治
的
危
機
を
契
機
と
し
て
、
三
月
二
九
日
、
支
梯
停
主
す
る
に
い
た
り
、

系

V
イ
タ
金
融
資
本
田
構
誼
的
特
質

(一)

静
穴
・
中

l
t巻

=一軍一

第
宍
現

四
= 

ヨゐ



F
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
撞
的
特
質

列
の
個
人
金
融
業
者
に
依
燦
し
て
い
た
ラ
イ
ン
川
の
産
業
O
危
機
は
最
高
黙
に
淫
し
た
。
か
く
し
て
、

千+

第
六
ム
ア
七
巻

百一五ニ

第
六
輯

四
回

ハ

y
ぜ
7

y
は
メ
ヴ
ィ
セ

y

プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
よ
る
・
ヲ
て
白
債
務
。
宇
の
保
護
白
下
に
、
八
月
、
株

式
合
枇
へ
改
組
し
た
。
と
と
に
成
立
し
た

kr
・
∞
岳

E
Bち
由
民
聞
各
書
出

E
W
E
E
-ロ
山
口
問
巴
ロ

と
協
同
し

τ

P
切
の
『

E
吾
首
毘
ロ
家
の
救
済
に
着
手
し
、

白
定
款
を
検
討
す
れ
ば
、

「
曾
祉

は
一
般
に
あ
ら
ゆ
る
金
融
業
務
の
経
営
、
必
要
在
場
A
ロ
に
は
そ
の
貨
幣
聖
何
時
で

4
容
易
陀
岡
牧
し
う
ろ
業
務
を
友
す
資
格
が
あ
る
。

そ
れ
に
局
す
る
も
の
は
、
割
引
H
貸
付
H
振
替
日
及
び
雨
替
業
務
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
「
護
起
業
務
」
は
明
示
せ
ら
れ
て
は
い
な

い
。
し
か
し
左
が
ら
、
「
周
知
四
よ
う
に
、
定
款
は
非
常
に
撲
張
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
愛
起
業
務
は
明
確
陀
は
禁
じ
ら
れ
て
い
友

ぃ
。
い
で
民
国
ω
ロ
V
4
2
2
ロ
ョ
は
鷲
足
と
同
時
に
、
「
正
規
の
銀
行
業
務
」
と
と
も
に
、
ラ
イ
ン
i

・
プ
ロ
イ
セ

Y
E中
心
と
し
て
、
工
業
上

白
・
殊
陀
銭
日
石
炭
工
業
白
た
め
の
「
護
起
業
務
」
に
参
加

ι、
固
定
安
本
の
た
め
白
信
用
需
要
は
詮
務
費
行
引
受
O
形
式
で
み
た

さ
れ
て
い
る
。
若
干
白
具
設
に
も
拘
ら
4
3
、
「
特
殊
ド
イ
ツ
的
銀
行
型
」
の
端
初
を
認
め
沼
こ
と
が
出
来
る
。

「
ド
イ
ツ
の
土
地
・
商
業
・

L
業
白
中
陀
潜
ん
で
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
園
民
の
幸
嗣
・
園
民
白
力
の
高
揚
白
た
め
に
解
放
す
る

と
止
。
費
本
運
動
主
規
制
す
る
集
合
場
と
し
て
白
銀
行
か
ら
、
故
郷
0

・
か
く
し
て
杢
胞
闘
の
工
業
・
商
業
・
交
通
制
度
を
鼓
舞
し

豊
か
な
貨
り
を
も
た
ら
す
止
う
に
閥
興
し
よ
う
〕
と
す
る
と
と
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
D
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
取
締
役
に
減
遺
せ

ら
れ
た
メ
ヴ
ィ
セ

y

D
主
観
的

l
iサ
ン
・
シ
モ
ン
的
ー
!
意
園
は
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
商
工
業
活
動
に
捧
げ
て
い
た
・
ド
イ
ツ
白
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
、
最
初
。
大
き
な
「
創
立
狂
熱
心
時
代
」
(
五
二
五
六
年
〕
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
‘
ま
さ
し
〈
そ
の
時
・
五
二
年
、
フ
ラ
y

B 

南
V
4
ツ

四
九
年
の
「
反
草
命
」
の
時
か
ら
、

ス
の
パ
リ
に
、

古

S
Z
口宮

Z
Z
骨
の
込
書
冨
r
u
v
E
m
H
)

が
創
設
せ
ら
れ
た
。

ロ
l
p
z
)
と
並
び
栴
ぜ
ら
れ
る
投
機
帥
ベ
レ
ー
ル
比
弟

2
2
F
Z
4】

2
8
5
)
に
よ
り
「
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ピ
リ
ェ
」

そ
の
本
質
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
「
皇
帝
祉
曾
主
義
企
サ
y

・和
V

モ
y



主
義
的
取
引
所
投
機
と
哲
皐
的
詐
欺
と
の
か
D
奇
妙
な
混
合
物
〕
と
簡
潔
に
曝
露
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一寸

き
わ
め

」ヒ て
多
数
白
投
機
企
業
白
株
券
に
大
規
模
に
臆
慕
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
を
買
現
し
、
と
れ
ら
白
株
品
婚
を
で
き
る
だ
け
急
速
に
手
ば
な
す
と

い
う
さ
い
の
工
業
白
設
立
は
た
だ
ち
に
株
式
投
機
白
た
め
の
口
賓
と
し

τゃ
く
だ
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
凸

こ
と
に

そ
の
機
能
白
一
特
質
が
あ
っ
た
。
パ
リ
の
ロ
l
ト
シ
ル
ド
(
同
♀

Z
E仏
)
出
家
白
権
力
的
地
位
に
謝
抗
す
る
意
闘
を
も
っ
て
華
々
し
く
登

場
し
た
と
白
寸
ク
ヤ
デ
ィ
・
モ
ピ
リ
z

」
に
最
大
の
注
目
を
梯
う
て
い
た
メ
ヴ
イ
セ
ン
は
、
ド
イ
ツ
産
業
草
命
。
新
た
な
階
梯
が
提

起
し
て
い
畠
課
骨

rと
た
え
る
た
め

J

再
び
新
し
い
型
白
銀
行
D
設
立
を
企
闘
し
た
。
も
と
よ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
広
沿
い
て
は
反
動

の
強
化
以
来
新
し
い
型
の
銀
行
。
設
立
認
可
を
得
る
見
通
し
は
な
か
ワ
た
た
め
、

ラ
イ
ン
・
プ
ロ
イ
セ
ン
に
境
を
接
し
、
更
に
営
時

V
イ
ツ
に
恥
い
て
図
際
的
意
義
を
有
し
て
い
た
唯
一
白
金
融
市
場
、

ア
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
地
歩
を
占
め
土
う
と
し

た
。
と
白
大
市
に
は
十
九
世
紀
前
山
千
金
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
金
融
業
務
、
殊
に
園
債
俊
行
業
務
に
猫
占
的
支
配
を
誇
っ
て
い
た
ロ

1
ト
シ

ル
ド
家
白
木
家
が
磐
腐
し
て
い
た
白
で
あ
る
が
、
と
白
ロ

l
ト
V

ル
ド
家
主
始
め
と
し
て
、
フ
ラ
シ
ク
フ
ル
ト
の
個
人
金
融
業
者
は

れ
も
む
骨
骨
動
作
為
抽
?
と
恥
骨
ぃ
、

-h{
再
す
か
あ
業
費
・
恥
九
一
展
見
附
わ
鈎
し
わ
掛
心
hrや
し
泣
か
う
た
わ
ト
ョ
産
業
革
命
に
よ
り
提
起

さ
れ
て
い
る
課
題
を
解
く
と
と
は
出
来
な
か
う
た
。

ぃ
。
フ
ラ
V

ク
フ
ル
ト
市
参
事
舎
の
反
封
に
よ
り
、

前
期
的
左
様
力
の
槙
粁
を
な
す
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
白
商
人
日
佃
入
金
融
業
者
が
新
し
い
型
の
銀
行
の
設
立
を
快
〈
迎
え
る
筈
は
な

ヘ
ツ
セ
ン
白
首
都
グ
ノ
ル
ム
シ
ュ
グ
ツ
ト
に
位
置
す
る
よ
う
に
企
劃
の
愛
更
を
飴

儀
な
〈
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
友
く
、
へ
ツ
セ
ジ
政
府
か
ら
株
式
曾
祉
と
し

τ
の
設
立
認
可
を
得
る
場
合
に
も
、
銀
行
白
株
式
の
費
行

白
場
合
に
も
、

E
1
ト
シ
ル
ド
家
忙
主
導
せ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
商
業
曾
議
所
陀
結
集
す
る
・
個
人
金
融
業
者
白
話
漉
な
反
封

運
動
を
う
け
注
げ
れ
ば
在
ら
な
か
っ
た
。
幾
多
白
曲
折
を
経
て
、
メ
ヴ
ィ
セ
シ
は
ケ
ル
ン
白
。
唱
。
ロ
rEEWKF
目。『

E
B
E
E
E
M

F
イ
ツ
金
融
変
革
申
構
語
的
特
蜜

ト)

第
ム
ハ
十
古
典
骨

ロ

亙

帯

ー，、
競

四
三五



V
イ
ツ
金
融
実
本
田
樽
定
的
特
質

(ー}

第
六
十
七
轡

=一五四

第
六
輯

四
六

白
協
力
白
下
に
、

五

年
t亡
新
し
ν、

フ
銀=
行手
宮 ク
昇高フ

ノレ

苛ェト
図。

自儀 p
'" <r 

Etz E 

E ; 
ロ"o ロ

11 克

己55
呂子ラ
D ν 

聖一c "" 

EJ11 
苦ト。

切
《

EO門
出
回
目
W
く
o耳
目
凶

「
タ
レ
デ
ィ
・
キ
「
リ
エ
」

毎

行

』

出
EH

ロ

I
t
シ
ル
ド
家
と
敵
劃
し
て
い
た
・

k
r
P
E
E
E
E自由、
m
n
r
2
出
E
E
2
2目
白
定
款
を
模
型
と
し
て
業
務
内
容
を
規
制

せ
も
れ
た
と
の
り

μBaιZ司
出
自
げ
は
、
ク
レ
デ
ィ
壬
ピ
リ
ェ
的
性
格
を
強
ぐ
一
不
し

τ登
場
し
、
さ
し
あ
た
り
、
そ
の
話
動
分

野
を
南
F
イ
ツ
U
グ
ル
J
r
y
木
位
制
白
地
域
に
見
出
し
、
五
四
年
に
パ

1
デ
ン

D
園
償
援
行
業
務
に
参
加
し
た
の
を
最
初
と

L
て、

露
々
「
ク
レ
デ
ィ
・
品
」
ピ

p
z
」
と
つ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
を
左
し
て

V
イ
7
及
び
外
園
の
園
債
・
錬
道
債
の
霊
行
業
務
を
行
い
、

五
六
年
位
始
め
で
工
業
企
業
の
稜
起
業
務
を
開
始
し
た
。

3

南
ド
イ
?
に
沿
い
て
も
、
新
た
な
「
特
殊
ド
イ
ザ
的
銀
行
型
」
む
誕
生
を
、

白
創
立
を
途
行
す
る
と
と
が
出
来
た
。

と
と
虻
み
句
。
。

霞

(生}

マ
ル
タ
ス
「
ヨ

1
ロ
ッ
バ
目
枢
油
開
恐
慌
」
マ
ル
タ
丸

-
s
y
F
ル
ス
建
築
第
九
轡
上
。
頁
一
一

I
一
ニ
参
照
。

(町

「
特
碍
ド
イ
ツ
的
観
行
型
」
町
議
捕
は
一
部
に
は

P
E
H仲
田
S
E
E
あ
る
い
は
回
日
目
白
色
百
国
民
島
田
創
立
に
求

b
b
れ
て
い
る
。

F
巳
出
晶
子
ロ
凶
作
唱
。
回
日
開
ユ

EOH
恩
甘
E
Eヴ
目
HaF
冨
吉
・

ω・
島
は
ロ
耳
目
昌
弘
昨
日

F
島
を
最
宵
凪
同
時
官
官

B
E再
と

指

摘
ロ
中
西
寅
雄
「
タ
レ
デ
ィ
ー
・
毛
ピ

9
1
1
白
設
立
と
陸
且
」
(
極
祷
串
繭
集
第
六
巻
第
一
一
盟
買
ニ
一
一
一
)
K
和
い
て
は
、

「
ド
イ
ツ
型
技

(7) 

費
融
行
の
歴
見
は
ク
レ
ダ
ィ

1

・
毛
ピ
u
d
ヱ

E
忙
遡
る
。
」
ー
と
。

交
通
の
結
節
貼
に
あ
た
る
諸
都
市
に
は
、
十
八
世
組
以
降
、
商
品
車
引
業
・
謡
選
業
主
横
幅
的
に
結
晶
'
骨
い
な
が
ら
貨
幣
車
引
・
手
醇
取
引

あ
る
い
は
貨
幣
貸
付
白
樺
能
を
皆
ん
で
い
た
商
人

H
個
人
金
融
業
者
が
金
融
業
務
自
主
障
で
あ
っ
た
。

9

1

 

r
冨
OR宮
崎
司
書
旦
片
岡
目
吋

p
u
n
v
E富
山
島
自
色
E
g
n
v自
国
富
同

E
F巳
2
E
B
冨
ロ
・
国
詰
問
屋
制
的
生
産
者
と
し
て
は
】
・
唱
・

垣
内
自
♂
戸
口
出

n
z
Z民
帯
が
序
正

p
m
E
V
E
E
E
m
F
s
n
品
開
局
国

4
E
E
a
z
g
H
-
m
-
H
r
a
z
F
H
戸

国

日

w
曙
は
本
来
の

¥
 

産
業
安
本

U
E回
E
E
E
m
u
同
目
日
出
ww

回
目
吉
岡

f
E
E
P
E
轄
に
劃
し
て
貸
付
を
し
て
い
た
が
、
主
と
し
て

2
曲
調
信
用
」
白
媒
舟
で
あ
坦
た
。

(6) 



「
費
本
信
用
」
一
の
需
要
u
m
念
靖
し
た
り
は
四

0
年
代
、
珠
民
主

0
年
代
以
降
で
あ
る

0
9
2
同
E
Z
E
g
p
同
四
Z
E
-
-
o
z
p
E
l
自
白

E
Z
P
Z
H
r
Z
E
p
c
v
品
長
再
E
Z
T
E
H
E
骨
耳
目
活
忠
一
民
自
}
回
目
)

1&1. 

ラ
イ

y
州
陀
は
一
人

O
O年
に
司
E
D
N
巴
E
ロ
E
r
r
-
凶
に
上

P
蒸
鍋
揖
闘
が
導
入
せ

b
れ
た
の
を
起
勲
と
し
て
、
漸
究
ホ
カ
陀
代
ヲ
て
拐

し
い
動
力
源
と
し
て
登
場
し
、
ニ
五
年
以
降
に
は
蒸
観
舶
の
大
規
模
白
利
用
が
部
品

ιれ
、
頁

K
画
道
網
目
建
設
は
ケ
ル
ン
を
起
貼
と
し
て

ヨ
一
七
年
以
降
嗣
著
で
あ

p
、
か
〈
L
て
ケ
ル

y
b
b
ル
】
ル
鏑
匝
へ

ω
重
要
な
結
合
は
阻

0
年
代
忙
は
完
成
L
て
い
た
。
ま
さ
L
t
、
ル
ー
ル

に
晶
い
て
は
J
Z
0
年
伐
の
絡

p
頃
竪
坑
に
ま
る
肩
規
揖
闘
の
技
術
。
臆
用
に
成
功

ι、
ダ
ュ
イ
ス
プ
ル
タ
'
か
ら
r
ル
ト
足
時
ン
ト
陀
い
た
る
豊

宮
な
炭
層
白
利
用
部
可
能
と
な
り
忙
し
か
も
慨
に
二
六
年
に
可
-
E
件
。
誌
に
よ

P
導
入
せ
ら
れ
だ
.
勺
ド
ル
法
並
F
5
3
2
高
温
は
、

と
m
v
石
炭
昨
盟
庫
を
基
礎
と
す
'
る
錨
エ
業
の
構
築
を
促
進
L
、
錨
工
業
は
従
端
。
木
炭
高
蝿
鯉
皆
に
制
約
さ
れ
て
い
た
立
地
僚
件
H
森
林
高

地
か
ち
解
放
せ
ら
れ
て
、
右
茨
採
掘
地
へ
移
動
ぜ
展
開
し
、
こ
の
運
動
に
お
い
て
、
ケ
ル
u
J

の
商
人

H
個
人
金
融
業
者
問
主
導
的
地
位
に
あ

苧
た
。
(
耳
一
色
F
司
自
E
F
F
E
日
島
自
白
晶
E
L
L
E
E
m
骨
百
F
E冒
n
V
司
m
m
S
F
n
r
z
F
E
a
2
-
m
げ
R
E
F
M
@
凶
@
・
回
・
昌

1
ロ
F
m
-

凶
凶
・
切
君
-
U
F
ロF
F
由
民
自
明
信
E
K
P
M
M
崎
官
官
門
官
臣
官
。
凶
古
ー
の
目
。
E
n
E
m
F
H
F
E
E
-
m
・
ω
日

f
田
・
自
)

同・

5♂
同
E
L
4
H
Z
H
L
H
H
F
m
F
T
-
E
3
z
r
F
』
目
白
書
j
F
a
h
品
長
荘
部
課
雪
一
部
第
三
分
珊
頁
五
四
互
参
照

0
3
J

(町

ー
に
よ
れ
ば
、
ザ

y
-
Y
モ
ン
事
説
。
意
味
に
担
け
る
持
端
。
産
業
櫨
系
O
中
b
鮎
に
は
融
行
が
あ

p
、
融
行
白
課
題
は
捗
働
白
手
段
を
生

産
及
世
生
産
者
た
ち
に
最
も
有
利
な
様
式
で
配
分
す
る
に
あ
り
、
融
行
は
努
働
者
た
ち
門
H
U
農
民
・
製
埠
謀
者
・
商
人
〕
民
生
産
申
た
め
四

手
段
を
供
給
し
、
し
か
也
、
融
行
の
重
役
目
見
解
に
従
っ
て
、
生
産
手
段
を
利
用
す
る
最
大
白
能
力
あ
る
捗
働
者
た
ち
民
供
給
す
る
ζ

と
に

よ
り
釜
本
配
世
に
貢
献
す
る
。
と
。
2
r
E
R
N
E
A
ω
・
邑
a
j山
-
E
S
乙
四
貼
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
「
臨
行
(
サ
ン
-
V
毛

y
主
義

者
が
一
般
的
融
行
制
度
〔
必
記
官
同
開
E
骨
包
仏
日
げ
自
官
。
〕
と
名
付
け
る
も
白
が
『
生
産
世
統
制
す
る
』
と
ー
と
:
『
信
用
施
股
が

生
産
回
全
運
動
を
統
制
す
る
』
こ
と
を
欲
す
る
。
」
と
指
摘
し
て
い

G
。
〈
同
上
。
理
頁
五
五
一

J

F
イ
ツ
金
融
実
本
町
構
造
的
特
質

園
民
的

(ー}

第
六
十
七
轡

= 
車
五

第
世
腕

問
古

』



ド
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
造
的
特
質

(ー)

ゴ一一且六

耐
用
方
韓

第
六
十
七
省

四
五、

(10) 

耳
-
E
E
F
P、
・
伊

ω
T
F
色
株
式
法
に
つ
い
て
は
、
ヵ
ル

ν
ン
縞
研
藤
治
夫
諌
「
ク
ル
吻
ア
肝
究
」
目
中
に
、
デ
プ

B
ッ
ツ
の
「
ラ

イ
y
地
方
に
於
け
る
株
式
合
紅
白
濫
筋
」
が
あ
る
。

(13) (12) (11) 

同
・
嵩
n
E
E
M
忠
良
-
m・
HHH

「
冨
SNHRUL邑
・
出
・
出
回
詳
細
は

F
出
血

E-ny
国

E
品目ロ

E
E
明。

E
E
V
R
F
E
r
t去の
E
F
E馬
切
-Sω
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四
九
年
に
同

O
E胃
回
作
品
調
一
2
F
2
2
2
3
五
二
年
に
田
青
白

RMwn晶
君
島

u
I
E島
国

E
E耳
目
白
曙
?
の
創
立
。

(
「
同

EH同
国
民

EMUN停止・

回・叩明
J

)
 

H
ノ
「
嵩

RNH耳
目
礼
、
ぇ
・
∞
・
出
。

(
 

)
 

5
 

1
 

(
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1
 

(
 

マ
ル
グ
ス
「
ヨ
】
ロ
ッ
パ
の
植
涛
恐
慌
」
向
上
。
頁
一
一
。

マ
ル
グ
ス
「
フ
ラ
ン
ス
四
タ
レ
デ
ィ
・
毛
記

9
ェ
1
」
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
結
伊
丸
省
上
。
貫
一

O
回。

「
ド
イ
少
に
既
存
白

一
八
五
四
年
五
月
四
ロ

g
a
g
-。
周
囲

E
W
の
最
初
の
棉
舎
に
お
い
て
、
メ
グ
ィ
セ
ン
は
費
四
よ
う
に
遮
4

て
い
る
。

組
行
及
び
信
用
棉
閥
白
不
充
分
さ
は
数
年
揮
、
典
前
回
暗
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
槽
閣
に
よ

P
認
b
ら
れ
・
鎮
曾
並
世
に
曾
議
所
U

討
議
医
担
い
て

は
放
置
せ
ら
れ
・
政
干
岡
の
救
済
提
議
が
な
さ

ιて
い
た
と
こ
ろ
の
事
寅
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
申
産
業
百
設
建
し
、

生
直
と
輪
出
出
増
大

し
、
産
業
四
極
b
て
胡
国
々
回
領
域
で
大
規
模
な
手
段
で
装
備
し
た
楠
式
骨
一
昨
が
現
代
申
請
融
求
民
相
醸
し
た
詩
費
本
と
諸
力
目
集
中
を
招
車

動
近
十
年
間
b
生
産
U
粧
品
酢
斐
恥
を
倍
以
上
に
晴
恥
し
わ
れ

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ
の
不
充
分
さ
は
ま
す
ま
す
敏
感
に
感

E
bれ
た
。

ム
十
九
円
九
一
骨
幹
晶
、
酔
払
r
h
L
動
Uι
…
わ
か
町
一
幹
い
山
掛
か
ト
酌
恥
い

u
h
b

」
{
傍
貼

l
大
野
)
(
「
冨
m
E
F
号、

ω・
巴
叫
)

(18) 

ア
ラ

ν
タ
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
取
引
所
は
既
に
十
八
世
相
に
、
個
人
金
融
業
者
。

o
Z
E司
回
旦
V
ヨ
E
岡
田
主
導
目
下
巨
、
国
際
的

金
融
市
場
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
h
o
p
、
国
際
金
融
業
務

K
H
O
W
て
第
一
位
に
あ
っ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
手
形
取
引
に
よ
り
棺
び
ワ

い
て
い
た
。
一
七
九
五
年
ヌ
ラ
ン
ヌ
軍
の
オ
ラ
シ
ダ
征
服
に
よ
り
完
全
に
浪
務
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
事
引
所
か
ら
滴
立
し
て
、
漸
衣
に
ヨ

、



'ロ
v
パ
由
同
債
護
行
業
務
に
と
っ
と
最
本
主
要
な
取
引
所
。
一
つ
に
ま
で
護
国
ず
る
申
で
あ
る
が
、
と
の
過
程
は
同
時
に
ロ
ー
ト

γ
ル
ド

家
師
事
制
的
支
配
確
立
白
塗
で
あ
っ
た
。
金
冒
・
・
ロ
ッ
パ
の
闘
債
費
行
業
務
に
和
町
る
構
力
的
地
位
は
臨
K

一
八
二
O

|
二
五
年
D

聞
に
確

立
さ
れ
て

h
p
、
そ
り
構
能
の
本
質
拡
軍
引
所
投
機
陀
あ
っ
た
。
主
た
ロ
E
ト
U
V

ル
V
家
白
競
争
噛
上
田
武
器
は
、
園
際
的
連
難
[
冨
御
一
〕
吉
岡

psnroH
回。同官
O
E
-
-
(
H
q
t
l
H∞
昆
}
白
死
後
、
，

y
v
v
o
一
ユ
男
司
且
M
M

自
を
中
核
。
と
し
て
、
長
男
昨
国
nr巴
は
ア
ヲ
ヅ
グ
ア
ル
ト
、

ニ
男

F
H
g自
。
固
は
ウ
ィ
E

Y
、
四
男
同
首
】
は
ナ
s
m
B
、
五
男
宮
田
E
4は
パ
P

R
位
置
]
、
新
聞
轄
の
利
用
に
ま
り
投
楢
的
傾
向
を

刺
戟
し
て
相
場
を
左
右
し
、

E
各
園
政
府
要
人
へ
悶
賄
し
て
剰
用
す
る
こ
と
、
轄
忙
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

0
(
F
F
2
5
F
F因。

記
自
身

F
同盟
H

F
白
j
F
呂
凶
)

9
 

1
 東

F
4ツ
十
九
世
紀
前
牛
、
金
融
市
場
と
し
て
白
.
へ
ん

F
ン
は
皐
な
る
地
方
的
意
義
主
有
し

τい
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
な
が
ら
、
銭
遊
網
白
建
設
が
始
ま
る
と
と
も
に
‘

e
へ
ん
官
"
に
ケ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
個
人
金
融
業
者
は
鍛
道
株
・
更
に
工
業
株

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
霊
行
業
務
に
色
村
い
て
主
準
的
役
割
を
演
じ
て
い
た
た
め
、
園
債
強
行
業
務
か
ら
鞠
じ
て
餓
道
株

-
L
業
株
の
一
刷
出
引
に
着
目
す
れ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
加

フ
一
フ
シ
ク
フ
ル
ト
の
取
引
所
で
は
左

4
し
て
ベ
ル

H
ン
の
取
引
所
が
腕
に
主
要
な
中
心
地
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
と
の
背
景
に
あ
る

大
工
業
白
成
長
に
よ
り
惹
き
題
さ
れ
た
手
工
業
者
の
浪
落
は
、

(
R
F
Z
Eー

同
「
同
臣
官
w

開
己

5
n
E
E開
Z
E凶叶

M
W

件
掲
]
内
宮
内
骨
円
回
目
r
E
H
回目内同月同阿国内山同国内凶
E
E
P
H
ω
昆
!
∞
出
h
v
i
m
-
s

C 

四
八
年
夏
・
開
催
せ
ら
れ
た
「
手
工
業
者
脅
議
」

宮
号
司
自
主
。
-P
巴宮内
m
島
内
司
自
白
老
一
白
押
耳
目
色
白
内
差
。
町
宮
回
目
唱
何
回
)
白
『
管
業
白
自
由
」
鹿
半
研
究
求
に
も
明
ら
か
な
占
う
に
、
大
き
な

「

割

引

銀

仔

』

耐

枇
曾
的
U
政
治
向
問
題
で
あ
ヲ
た
。
五
一
年
に
ハ
ン
ぜ
7

V

に
よ
り
設
立
せ
ら
れ
た
り
官
室
。
田
宏
司
ロ
-
R
O
E
O
-
c
g
o
-
5
5
P
は
U

も
と
も
と
ほ
と
白
窮
地
に
陥
っ
た
小
商
工
業
者
白
た
め
白
金
融
機
関
と
し
て
後
足
し
た
の
で
あ
る
。

そ
白
頃
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
D
質
権
は
、
工
業
白
護
達
を
怖
れ
・
新
し
い
叫
型
の
、
銀
行
陀
敵
針
的
で
あ
う
た
・
エ
ン
カ

1
の
保
守
反

動
グ
ル
ー
プ
の
結
盟
「
カ
マ
リ
ラ
」

(
P
E
E
-
4
の
手
中
忙
あ
っ
た
た
め
、
自
由
主
義
白
代
表
者
ハ
シ
ゼ
マ
シ
の
企
闘

K
隠
然
・
公

ド
イ
ツ
金
融
資
本
目
構
建
的
特
質

ト)

第
六
十
七
巻

一一一豆士

第
六
腕

四
丸



V
イ
ツ
盛
岡
費
本
田
構
誼
的
特
質

(ー)

第
六
十
七
巻

三
五
八

第
六
輯

五
O 

然
の
妨
害
が
加
え
ら
れ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
株
式
舎
一
世
と
し
て
設
立
認
可
を
得
る
と
と
を
断
念
し
た
ハ
ン
ゼ

マ
y
が
、
営
時
に
沿
い
て
も
法
律
の
基
礎
に
あ
っ
た
=
巴
E
色
冊
。
目
。
町
MOPEhwH問。
r
o
F白
骨
E
Z
ブ
ピ
詳
細
な
規
定
を
快
き
・

認
可
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
合
資
舎
世
形
態
を
利
用
し
て
、
「
一
方
白
足
で
法
律
の
上
に
立
ち
、
他
方
の
足
で
法
律
と
何
ら
抵
偶
す

る
こ
と
な
〈
法
律
を
越
え
て
立
ち
凶
咲
か
ら
設
立
佐
賀
現
し
た
場
合
。
あ
る
い
は
、
設
立
後
、

F
2回
目
的
号
宮
昇
が
原
則
と
し
て

巴
自
書
官
ー
の
2
0
=
E
E
P
D
裏
書
す
る
手
形
白
購
入
・
割
引
を
担
否
し
、
ポ
イ
ヨ
ッ
ト
ほ
等
し
い
麿
迫
を
加
え
た
場
合
等
。
そ
白
他
、

m
 

商
工
業
の
た
め
白
新
し
い
銀
行
D
設
玄
企
画
は
す
べ
て
拒
否
せ
ら
れ
、
産
業
革
命
白
展
開
に
呼
隠
す
る
信
用
閥
系
の
確
立
を
要
求

す
る
『
奥
論
』
に
政
府
が
屈
服
す
る
と
い
う
希
望
的
見
通
し
も
失
わ
れ
た
た
め
、
ハ

γ
ゼ
マ
ン
は
、
思
目
。
開
平
の
め
邑
-
R
E
P
の
改

革
陀
着
手
し
た
。
銃
に
五
四
年
以
降
大
工
業
者
・
大
積
産
家
の
加
入
を
も
認
め
、
小
商
工
業
者
の
た
め
の
金
融
機
関
と
し
て
の
木
来

。
性
格
在
大
い
う
つ
あ
っ
た
が
、
五
五
年
。
綿
曾
に
主
り
手
形
割
引
に
よ
る
貸
付
白
他
に
、
図
債
・
株
式
・
そ
の
他
白
有
慣
詮
雰
へ

白
貸
付
が
、
五
六
年
白
綿
舎
で
は
鎖
山
所
有
並
び
陀
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
工
業
上
白
護
起
業
務
も
ま
た
‘
認
め
ら
れ
、
と
の
定
款
変
更

正
同
時
に
合
費
曾
枇
白
亜
種
と
看
倣
苫
れ

τ
い
た
株
式
合
資
舎
枇
形
態
に
改
装
し
株
式
舎
祉
と
同
様
の
数
果
を
狙
っ
た
。
商
目
一
新

白
後
直
ち
位
、
銭
道
債
白
護
行
、
製
織
所
白
獲
得
・
改
編
等
を
端
緒
在
し
て
、
守
山

h
H
一一に
b
け
る
最
初
の
「
特
除
ド
イ
ツ
的
動
作

型
」
と
し
て
の
機
能
を
開
始
し
た
。

i'ド

「
現
行
法
」

O
下
に
泣
い
て
も
如
何
に
し
て
新
し
い
型
。
銀
行
設
立
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
模
型
が
示
さ
れ
た
後
ー
そ
の
経
過

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ほ
聞
も
左
く
模
倣
せ
ら
れ
た
。
再
び
ケ
ル
シ
の
商
人
H

個
人
金
融
業
者
メ
ヴ
ィ
セ
ン
‘
オ
ッ
ベ
シ
ハ
イ
ム
、
ダ
イ
ヒ
マ

y
等
D
主
導
の

ミ
ル
リ
J

商

業

銀

行

}

五
六
年
に
創
立
せ
ら
れ
た
株
式
合
資
舎
位
出
O
E
E
H
悶
ωEO]持
E
o
-
-
R
E
コ

下
忙
ベ
ル
リ
シ
一
流
。
個
人
金
融
業
者
が
参
加
し
て
、

と
れ
で
あ
る
。



四

0
年
代
以
降
商
業
日
貿
易
が
急
速
に
伸
長
し
、
信
用
制
度
。
襲
草
が
切
買
に
要
求
せ
ら
れ
て
い
央
ハ
ム
プ
ル

タ
化
器
い
て
は
、
株
式
品
開
駐
の
設
立
は
自
向
で
あ
り
、
新
し
い
型
白
銀
行
。
設
立
を
妨
げ
て
い
た
白
は
ハ
ム
プ
ル
ク
白
商
人
H

個

人

金
融
業
者
白
侍
統
的
な
過
去
を
誇
る
保
守
的
な
態
度
と
抵
抗
と
に
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
五
六
年
に
ハ
ム
プ
ル
ク
凸
何
人
金
融
業
者

ハ
ィ
、
不
(
言
。
ョ

i
同
伶
百
伺
)
等
八
商
枇
に
土

U
Z
2急
2
5『
O

出

gr
が
創
立
せ
ら
れ
、
閣
僚
後
行
業
務
、
更
に
権
保
注
し
の
貸
付

討

を
も
認
め
る
に
い
た
り
、
と
陀
か
く
新
し
い
型
。
銀
行
と
し
て
俊
足
し
た
わ
け
で
あ
る
。

註

em
四
O
l四
四
年
に
は
ベ
ル

9
y
k
大
き
な
画
遭
捕
が
1
F
U、
四
四
年
に
ベ
ル
p

y
取
引
所
同
上
場
せ
ち
れ
た
嘩
遺
棺
は
一
?
九
を
揮
し
、
商
人

。
-O
な
b
f
地
主
・
官
僚
・
襲
情
家
・
革
者
目
い
た
る
ま
で
、
一
般
的
な
投
柚
的
狂
鶏
が
隠
品
島
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

D 

北
F
4
ツ

(
戸
田
宮
品
自

F
Z

U
W
C
E
O
E
h
r
z
晶
司
出
向
]
目

2
回
Mao-
山
富
。

ω
・
m
-
m
M
l
F
白
h
w
)

(21) 

E
m
g己
守
口
自
己
】

mnV似
た
位
、
四
八
年
四
ベ
ル
ギ
ー
革
命
。
副
産
物

E
』

m
E
r
H
F且比
4
S
E
a
-
-
E自
昔

円
E
民
自
機
構
を
模
倣
し

た
も
り
↓
で
あ
り
、
と
四
特
徴
は
合
低
四
社
員
が
株
主
で
あ
る
と
同
時
に
業
務
上
田
顧
客
で
も
あ
っ
た
貼
に
あ
る
。
即
ち
、

R
4
2
m
E
3
0
資

平
は
枇
員
。
管
業
持
分

hrι
な
っ
て
い
て
、
そ
目
玉
臣
官
け
が
姉
込
ま
れ
、
他
面
、
賞
座
四
預
金
が
祉
員
か
ら
殴
耽
せ

ιれ
る
ロ
と
れ
が
参

て県
相者

" "" 、無

事陣
ι 賢
手、任
形、と
割、結
冒I、rfl
，、て2

巴 5
i金
三詳
。容

<D 

託基

真空
，巴£

瓦 L

E寺
<D " 、
Zそ
司 dコ
b 信

ミ星
図書
肖'"F 個

zZ 
F 貝
宇 田

ι瞥

包持
)分

額
ま
で
に
申l
限
さ
れ

)
 

2
 

2
 

(
 

)
 

m
.
翠
例
。
一
ロ
メ
ゲ
ィ
セ
ン
、
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
ム
が
ベ
ル

B
ン
の
メ
ン
デ
ル
ス

Y
1
ン
と
共
同
し
て
設
立
を
企
闘
し
も
た
慣
行

K
R
F
E』

WMmnvo

(
 

日
E
F
H
B
E
E
N
5
3
z
m目
指

4
S
〉
♀

pmFE-
出
塁
品
。
回
目
白
同
E
C
m
E主
と
し
て
、

EKpnroFS3
を
員
先
に
掲
げ
古
る
を

耳
-
E
E
F
N国
側
、
・
伊
国
司

得
な
か
っ
た
白
は
、
ユ
ン
白
ー
の
反
動
グ
ル
ー
プ
を
一
覧
服
す
る
た
め
で
あ
り
、

理
彼
曾
加
入
白
意
志
を
表
明
し
た
が
、
山
政
府
は
許
可
し
な
か
っ
た
。
血
中
冊
目
一
一
。
ー
同
ビ
豆
大
年
目
、
創
立
企
岡
せ

b
れ
た
l
l
口
町
内
。
旦
。

=一五・丸

同
O
R
d
g
o
M
W巳
F
2
を
柚
b
!と
L
て
趨
多
田
貴
族
が
監

F
イ
タ
企
敵
費
本
。
構
議
前
特
質

{ー)

第
六
十
七
轡

静
六
貌

豆



ド
イ
ヲ
金
融
資
本
の
構
建
的
特
質

=
一
吉

O

P
朋

mgnFt"
も
参
加
I
l
a
-
E
a
a岳の

E
E
E
i
n
z
H芦
田
町
田
n
E
n官
官
ョ
も
、
定
款
に
矛
盾
晶
り
之
し
て
肱
府
は
鼠
可
L
な
か
ヲ
花
。

R
F
E品
何
回

I
E
H
E
t切
は
企
劃
者
に
よ
P
農
業
信
用
目
充
足
よ
P
も
む
し
ろ
工
業
・
鍛
遭
・
翠
伺
・
海
運
帯
四
促
趨
の
意
味
に
解
さ
れ
て
い
た

(十

第
六
十
七
巻

第
プて
観

五

(24) 

の
で
は
あ
る
。

当

国

防

Z
F
E・
2
7
2∞
問
。

E
E
E
L
E
r
は
一
八
九
五
年
以
降
ロ

E
旦

91poHEt;イ
シ
テ

ν
J
y
p
v
イ

yuv
ヤ
ア
ト
を
結
び
賞
質
的
に
合
併
せ
ら
れ
る
。

と
む
よ
う
に
し
て
登
場
し
た
新
も
凡
な
銀
行
資
本
白
地
位
が
確
立
し
、
金
融
市
場
と
し
て
の
ベ
ル
リ
シ
の
中
心
的
地
位

が
確
定
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ル

nJ
ン
白
六
大
銀
行
が
形
成
せ
ら
れ
る
池
程
、
及
び
そ
白
産
業
費
木
と
白
闘
係
に
つ
い
て
概
括
し
よ
う
。

注
目
す
べ
き
鮪
は
、
あ
の
「
創
立
狂
熱
」
白
時
代
の
煩
罪
白
年

1
一
八
五
七
年
の
恐
慌
を
鞠
機
と
し
て
、
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ヒ
リ
=
的

投
機
的
性
格
ど
盟
〈
前
面
に
押
し
出
し
て
い
わ
「
件
殊
ド
イ
ツ
的
鈴
行
卦
」
心
機
能
か
主
要
力
貼
が
「
わ
か
む
銀
行
業
恥
」
に
恥

か
れ
、 E 

楓
括

と
と
で
あ
る
。

そ
の
他
白
業
務
の
釘
象
は
主
と
し
て

V
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
国
債
・
鍛
道
債
(
H
U

株
)
白
引
受
に
沿
か
れ
る
に
い
た
ワ
た

と
白
園
債
・
鍛
造
債
の
領
域
と
そ
嘗
時
白
大
個
人
金
融
業
者
白
活
動
舞
牽
で
あ
っ
た
た
め
、

申
ぬ

4
A
M
l
u
〆、、

新
し
い
型

の
銀
行
と
ロ

1
ト
シ
ル
ド
家
に
主
導
さ
れ
る
金
融
業
者
と
白
艶
抗
は
ま
す
ま
す
激
し
く
友
っ
た
。
も
と
よ
り
、
勝
敗
白
蹄
趨
は
ド
イ

ツ
産
業
革
命
の
提
起
す
る
課
題
を
解
決
し
得
る
か
否
か
に
懸
う
て
い
た
が
、
さ
し
あ
た
り
と
白
領
域
で
は
組
織
し
う
る
費
本
力
が
問

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

題
で
あ
円

J

た
。
費
本
の
動
員
に
適
合
し
た
組
織
形
態
を
有
す
る
・
新
し
い
型
白
銀
行
が
重
要
性
を
ま
す
に
つ
れ
て
、
「
個
人
金
融
業

¥

問

者
が
聞
も
た
く
同
等
の
競
争
者
去
し
ア
一
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
の
は
首
然
で
あ
ろ
う
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ま
宇
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ド
家
の
盛
行
業
務
に
烏
け
る
狗
占
的
支
配
打
破
・
新
し
い
銀
行
費
本
の
地
位
確
立
白
指
棋
と
し
て
、
五
九
年
、

ロ
い
ト
シ
ル
ド
家
が
決
定
的
影
響
力
を
有
し
て
い
た
同
庁
5
l
Z任
。
l回
忌
口
同
盟
め
=
円

g
p
の
優
先
債
の
稜
行
引
受
白
際
に
、
口
一
円
。
己
中

。
自
己
】
印
。
F
P
沖
止

ロ
吉
田
m
包
含
め
阿
国

EHr
と
が
フ
ラ
ン
ク
、
フ
ル
ト
白
個
人
金
融
業
者
と
競
争

L
て
引
受
・
蛮
行
に
成
功
し
た
場
合
主



暴
げ
る
と
と
が
出
来
よ
う
D

ま
た
、
と
白
銀
行
資
本
の
地
位
を
裏
付
け
る
も
白
は
、
五
九
年
由
フ
ラ
ン
ス

H
サ
ル
デ
ィ
-
7
割
オ
l

ス
1
リ
l
戦
役
D
折
の
プ
ロ
イ
セ
ン
動
員
債
後
行
の
場
令
で
あ
る
。
「
カ
マ
リ
ラ
」

D
興
黛
政
治
を
排
し
て
、
新
た
に
「
プ
ル
ジ
翠

、
、
、
、

7
化
し
た
貴
族
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
要
請
に
感
じ
て
、
ロ
円
。
ロ
E
l
C
2
0
=
E
E
P
D
主
導
白
下
に
ベ
ル
リ
ン

、
、
、
、
、
、
、
、
、

白
大
個
人
金
融
業
者
が
参
加
し
て
コ
シ
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
が
形
成
せ
ら
れ
た
白
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ヨ
ン
ソ
ル
テ
ィ

、

、

、

、

、

、

部

ウ
ム
」

qzz曹ロ
r
s
E
E
E
S
)
の
第
一
歩
主
友
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
ド
イ
ツ
広
島
い
て
は
近
代
的
要
因
と
前
期
的
要
因
企
白
針
抗
は
安
協
的
ピ
解
消
す
る
。
新
た
な
銀
行
者
本
と
ロ

1
ト

、、

シ
ル
ド
家
Z
D
提
携
の
明
確
宏
指
標
は
六
四
年
白
オ

1
ス
ト
リ

l
D
E
山
口
宮
田
口
}
E
Z
=
護
行
引
受
の
場
合
で
あ
る
。
ロ
ー
ト
シ
ル

V
家
と
巴

FROE?Como]
一E
E
F
ロ
牛
同

g
z
-
2
E回
目
"
と

φ
競
争
は
、
依
然
と
し
て
大
臣
目
地
位
を
も
左
右
し
得
る
櫨
力
的
地
位

を
保
持
し
て
い
た
ロ

l
ト
シ
ル
ド
家
の
牙
城
ウ
ィ
ー
ン
に
沿
い
て
行
わ
れ
た
ほ
し
で
も
、
提
携
白
原
因
は
ド
イ
ツ
に
あ
ワ
た
。
と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
り
は
、
産
業
革
命
の
展
開
忙
結
び
つ
ぐ
ベ
ル
リ
シ
取
引
所
白
地
位
が
ま
す
ま
す
向
上
し
て
き
た
た
め
、
ベ
ル
リ
ン
白
プ
ラ
イ
ヒ
レ

ー
ダ
ー

S
E
O官
自
由
)
家
と
凸
結
合
の
み
で
は
ロ

i
ト
シ
ル
ド
家
の
ド
イ
ツ
に
沿
け
る
第
一
級
の
地
位
確
保
は
困
難
で
あ
っ
た
し
、

盟
問
。
ロ
吉
む
虫
色
R
Z
P
に
と
っ
て
も
、
露
大
な
笹
本
力
と
間
際
的
蓮
繋
を
有
す
る
ロ

l
ト
シ
ル

F
家
と
の
提
携
は
望
む
と
と
ろ
で

釘

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

あ
う
た
か
ら
。
と
と
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ

1
ト
シ
ル
ド
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム

(
F
F
E
V
E
r
s
E
E
E
)
白
礎
石
が
置
か
れ
た
。
と
の

新
し
い
峡
態
に
つ
い
て
白
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
商
業
合
議
所
史
白
懐
古
的
な
叙
越
は
い
う
、
「
そ
白
孤
摘
の
高
み
か
ら
下
り
て
、
株
式
銀

、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

行
と
共
同
し
た
大
個
人
金
融
業
者
の
歩
み
白
中
に
は
、
株
式
形
態
に
統
合
せ
ら
れ
た
資
本
の
沈
献
の
認
容
が
あ
mJ
た
の
だ
。
」
(
惇

mm

十

罰
!
大
野
)
と
。

r
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
誼
的
持
質

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

更
に
進
ん
で
、
「
北
ド
イ
ツ
同
盟
」
成
立
に
促
進
せ
ら
れ
た
・
フ
一
フ
Y

タ
フ
ル
ト
取
引
所
に
謝
す
る
ベ
ル
リ
ン
取
引
所
白
勝
利
確
立

六

第
宍
現

王口一

(一)

第
六
十
七
巻



ド
イ
ツ
金
融
安
本
田
構
建
的
特
質

集
大
十
士
巻

プさ

第
六
韓

五
四

、

、

、

、

、

、

、

、

、

白
指
標
を
な
す
白
は
‘
六
七
年
、
南
ド
イ
ツ
H
バ
1
デ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
園
債
護
行
引
受
を

U
E
B
Z
L
b
E巳
-REコ
が
主
導
的
地

ESP-ω
開。百円
]mnEコ
・
ベ
ル
リ
シ
及
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
個
人
金
融
業
者
と
と
も
に
途
桁
し
売
場
合

位
を
占
め
、

固
め
】
『
]
同
ロ
O
H

と
と
に
グ
ル
デ
ン
本
位
制
白
諸
国
に
決
定
的
権
力
を
有
し
て
い
た
フ
ラ
シ
ク
フ
ル
ト
の
個
人
金
融
業
者
砂
地
位
も
根
本
的

羽
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
饗
北
せ
し
め
ら
れ
る
と
と
に
な
h

む
金
融
市
場
と
し
て
の
中
心
的
地
位
は
「
ド
イ
ツ
帝
園
」
の
成
立
・
「
マ
ル
ク
金
本
位
制
」
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

む
移
行
に
よ
り
ベ
ル
リ
ン
に
保
設
せ
ら
れ
た
。
と
白
ベ
ル
り
ン
白
新
し
い
地
位
は
、
ド
イ
ツ
白
園
際
的
支
梯
決
梼
白
ロ
ン
ド
ン
か
ら

、
、
、
、
、
、
、
「
V

イ
ツ
銭
行
】
、
、
、
、
、
、

。
一
樹
立
を
企
聞
し
た
り

o
E
R
Z
F昇
が
ベ
ル
リ
ン
に
、

で
あ
る
。

し
か
も
ケ
ル
シ
・
ベ
ル
リ
V

・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
等
白

調

銀
行
・
個
人
金
融
業
者
白
参
加
白
下
に
設
五
さ
れ
た
と
と
に
主
担
、

に
力
賄
を
置
い
て
い
た

E
S
E言
門
出

E
r
が、

典
型
的
な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
銀
行
と
し
て
南
F
イ
ツ

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、

七
一
年
に
ベ
ル

H
Y
支
局
を
設
置
し
て
、
ベ
ル
リ
シ
の
大
銀
行
へ
白
劃
期
的
旋

ま
た
、

同
を
表
現
し
て
い
る
と
と
に
よ
ワ
て
も
不
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
七
一

l
七
一
二
年
は
ド
イ
ツ
第
三
白
「
泡
沫
舎
枇
乱
立
時
代
」
右
目
官
官

S
E
に
あ
た
り
、
と
白
聞
に
設
立
せ
ら
れ
た
銀
行
白

《ド

ν
ス

ヂ

レ

般

信

}

教
は
一
}0ρ
以
上
を
算
す
る
が
、
強
力
な
護
展
を
途
げ
ベ
ル
リ
ン
の
大
銀
行
に
加
b
り
得
た
白
は
・

P
E含
均
出
回
日
唯
一
行
に
寸

昭

ぎ
な
い
。
と
の
り
自
己
ロ
日
出
自
梓
は
八
一
年
に
、
K
F

由。『
E
B
E
m
O
R
R
H
5門
出
炉
停
4
2
0
5
は
九
一
年
に
、
ベ
ル
リ
ン
支
局
を
設
置

L
て
ベ
ル
リ

V
D
大
銀
行
と
し
て
D
地
位
を
表
現
す
る
の
で
あ
一
る
が
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
白
護
展
を
、
株
式
資
本
を
指

標
v

と
し
て
検
凡
て
み
れ
ば
第
一
表

(UFル
)
げ
如
〈
で
あ
る
。
と
の
臨
普
段
む
基
礎
を
左
す
組
牧
釜
白
由
来
を
検
す
れ
ぽ
第
二
表

(
酢
口
げ
ん
v
b
)
U
U

如
〆
¥
「
E
規
の
銀
行
業
務
」
の
占
め
る
比
重
が
極
め
て
大
き
い
と
と
が
明
ら
か
と
た
る
。
と
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

ロR
E
S
-白
書
=
問
Z
F
ロ
吉
田
訂
告

2
F停
は
五
七
年
の
恐
慌
に
よ
る
損
失
を
持
機
と
し
て
工
鎖
業
上
の
婆
起
業
務
か
ら
遠

巴
切
の
自
干
の

go--REコ
白
保
有
印
登
記
仲
D
過
牛
を
占
め
る
問
。
ロ
ユ
n
E
m
F
Z
苦
の
苦
境
白
場
合
に
み
ら
れ
る
上

ぎ
か
る
に
い
た
っ
た
。



単位100高マルグ

| 創 世 年 1880 1895 1900 1回全

Deutsche Bank 15(1870) 45 60 .75 100 150 18~ 

Di昌conto-G白 el1. 30(1856) 60 60 75 115 130 170 

工)armstadterB骨 17.1 (1853) 00 60 80 80 105 132 

Dresdner B. 9.6 (1872) 
135 6 

36 60 85 130 16~ 

A. Schaaff. Bv. 15.6 (1848) 36 36 60 100 125 

同erlinerH吋，1> 45(1856) 80 30 50 80. 90 100 

「正規o銀行業務」からの牧盆

「脅歩業務」から P 股益 ι

縮政盆 翠位100寓マルク

A

B

C

 

第二表

!蜘[i師[酬 fi捌

A 6.9 7.6 11.6 10.1 
Deut!'lch巳 Bank B 1.0 2.7 

152.0 9 183.4 6 
C 8.6 10.3 

A 5.1 5.7 8.4 6.5 
Disconto-Gesellschaft E 

105. 1 
3.9 7.2 5.1 

C 9.7 15，8 

12527 •• 目30 8 6 A 
427.8 7 5 451 ••• 7 0 7 

6.6 
Darmstadter Bank B 3.1 

C 9.8 

A 1.7 3.8 8.~ 

1608 •• 6 4 1 Dresdner Bank E 02 •• 0 2 0.5 2.1 
C 4.4 10，5 

A 1.5 2.6 4.8 5J 
Ber1iner I王andelsgesel1 B 1.1 0.9 2.6 

27..2 5 
C 2.7 3.6 9.8 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

異
色
白
性
格
を
も
っ
一
て
時
宣
揚
し
た
と
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
七
三
年
白
恐
慌
を
時
機
と
し
て
、

第
六
十
七
省

第一表

ド
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
撞
的
特
質

(一}

六
= 

う
に
、
工
業
に
封
ず
る
開
係
に
者

い
亡
は
、

「
銀
行
は
第
一
歩
陀
語

F白いい
ってて
た奴白
た 隷 由
め」で

-4 と あ
b い り
れ b 、
b れ第
れる二
D 紋町歩
努態に
力に金

は
す
ぐ
れ
て
正
規
の
銀
行
業
務
。

経
営
陀
捧
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
業
務
報
告
附
あ
る
よ
う
な
愛
針

を
品
陣
儀
な
〈
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

シ、 JI(>・白、l;l'注
ス、金、接、「己目
テ、業、大、 E、n す
ム、務、陀、規、がべ
を、に、特、白、創、き
採、ィ、別、銀、立、賄
用、半、白、行、白、は
し p、力、業、賞、、
てス、賄、務、初、
下、の、 E、」か、);l

費〓銀、置、白、ら、記
本行、き、確、園、量
動。、、立、内、百

員
力
白
育
成
陀
努
力
す
る
と
い
う

出。ユ一日片岡
E
p
r同
ao--目
rp止
を
始

第
六
腕

E 
五



V

イ
ツ
金
融
費
車
。
構
撞
的
特
質

(一)

= 
古
田

察

捜

豆
大

第
六
十
七
温

め
と
し
て
、
そ
の
他
の
銀
行
も
主
要
力
鮪
を
「
疋
規
白
銀
行
業
務
」
に
砕
く
に
い
た
っ
た
g

だ
か
ら
、
そ
白
他
。
業
務
の
封
象
は
主
と

し
て
ド
イ
ツ
・
オ

1
ス
ト
リ

I
D
園
債
・
鍛
造
債
(
リ
味
)
の
護
行
引
受
に
ゐ
か
れ
、
何
れ
も
夫
々
白
図
。
銭
道
網
建
設
と
結
び
つ
い

て
い
た
。
と
白
鮪
か
ら
第
一
・
↓
、
恥
ん
い
再
か
動
作
動
か
か
岳
会
卦
・
恥
J
L
U

か
静
岡
r
ι
v
h
わ
小
・
わ
い
わ
い
れ
十
い
か
働
掛
骨
砂
掛
h
v
卦
砂

と
し
て
い
る
と
い
う
て
も
よ
い
。
既
忙
述
べ
た
よ
う
に
、
と
の
業
務
は
、
寸
フ
ロ
イ
セ
ン
・
コ

V

ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
」
「
ロ

1
ト
シ
ル
ド

.
コ
シ
ソ
ル
テ
イ
ウ
ム
」
陀
典
型
的
に
み
ら
れ
る
上
う
左
・
大
銀
行
と
大
個
人
金
融
業
者
と
白
水
平
的
切
断
か
ら
生
歩
る
共
同
忙
よ

り
引
受
け
ら
れ
た
の
ず
あ
り
、
近
代
的
要
因
と
前
期
的
製
図
と
白
提
携
か
ら
設
す
る
保
守
的
友
性
格
に
よ
り
、
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム

は
い
わ
ば
「
不
副
理
由
構
成
」
を
特
徴
と
し
て
い
た
。

J

第
三
期
の
蛍
初
、
七
九
八
一
年
白
過
渡
的
な
昂
揚
期
を
迎
え
て
・
改
め
て
工
業
上
の
稜
起
業
務
へ
白
熱
心
な
参
加
が
認
め
ら
れ
た

に
し
て
も
、
主
と
し
て
個
人
令
業
の
株
式
合
枇
形
態
へ
白
鞘
形
の
媒
介
に
止
ま
り
、
依
然
と
し
て
業
務
白
中
心
は
「
E
規
の
銀
行
業

務
」
白
育
成
に
あ
っ
た
。
し
か
し
た
が
ら
ド
イ
ツ
白
工
業
が
世
界
市
場
白
吻
遂
に
参
加
す
る
と
と
暗
に
銀
行
白
海
外
業
務
も
顕
著
と

一
バ
イ
エ
ル
ン
七
E
平
起
結
-

な
り
‘
と
と
に
七

0
年
代
末
か
ら
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
白
「
鍛
造
園
有
化
」
一
ザ
タ
セ
ン
七
宍
年
起
貼
一
と
、
一
般
的
な
産
業
不
侃
の
持

、
、
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
七
丸
年
起
賄
」

績
と
の
た
め
資
本
投
下
領
域
が
圏
外
へ
求
め
ら
れ
、
帝
国
主
義
へ
白
傾
斜
が
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
白
一
環
と
し
て
‘
八
石
年
以
降
コ

沼
、
、

般
的
危
流
行
」
と
い
わ
れ
て
い
る
・
銀
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
海
外
の
諸
園
白
園
債
護
行
の
引
受
と
結
び
つ
〈
夫
々
の
図
の
畿
道
網

建
設
と
の
漣
繋
を
指
摘
す
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
白
主
な
削
剖
象
は
ル

1
7
-一
ヤ
・
ト
ル
ヨ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ロ
シ
ヤ
・
南
ア
メ
リ
カ

白
諸
闘
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
4
D
パ
ン
ク
」
が
主
導
的
役
割
を
呆
し
て
い
る
が
、
と
の
場
合
通
費
木
力
の
強
太
と
な
っ
た
決
銀
行
は

問

阜
摘
で
引
受
ょ
う

ιし
た
た
め
、
以
前
白
占
う
な
「
パ
ン
ク
グ
ル
ッ
ペ
」

(
E
E
Z白
目
Z
E唱
。
)
の
形
成
は
後
退
し
て
い
る
。

キ

イ

さ
て
、
第
四
期
、
九

0
年
代
殊
に
九
吉
年
以
降
は
可
白
ち
に
詳
論
す
る
よ
う
に
、
産
業
資
本
白
・
わ
け
で
も
鍵
鎗
産
業
の
集
中
・



、

中
央
集
権
的
で
あ
る
と
同
時
に
地
方
分
権
的
友
組
織
綱
を
有
し
・
工
業

上
の
金
融
業
務
白
完
全
な
遂
行
の
た
め
の
す
べ
て
の
属
性
が
具
慨
必
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
の
一
滴
占
鶴
系
が
完
整
さ
れ
る

階
梯
で
あ
る
。
愛
行
引
受
に
主
る
「
費
本
信
用
」
媒
介
在
横
粁
と
す
る
工
業
上
白
夜
起
業
務
に
カ
貼
を
長
い
て
登
場
し
な
2
由
の
『
特

殊
ド
イ
ツ
的
銀
行
型
」
が
斗
ク
レ
デ
ィ
・
モ
ピ
リ
エ
」
と
の
本
質
的
差
異
を
明
確
忙
現
わ
し
て
、
工
業
上
白
新
た
な
護
起
業
務
に
劃

し
て
全
く
慎
重
な
態
皮
を
と
り
、
「
E
規
の
銀
行
業
務
」
の
育
成
を
基
軸
と
じ
て
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
一
環
寸
交
互
計
算

業
務
」
(
問
自
E
J岡
田
邑
間
宮
町
政
伸
)
を
、
ま
す
ま
す
康
範
閣
の
工
業
企
業
と
の
業
務
取
引
を
す
る
と
と
に
よ
り
も
量
的
に
旗
大
し
・
士
た
、

護
行
業
務
盲
目
白
自
品
E
E
S
占
り
も
、
交
互
計
算
業
務
に
よ
る
貸
付
が
遥
か
に
優
れ
た
工
業
企
業
監
替
手
段
で
あ
る
と
と
を
見
出

す
と
と
k
よ
り
、
質
的
に
も
.
国
化
し
て
い
た
白
で
あ
る
ア
ま
さ
し
〈
、
と
白
業
務
を
介
し
て
工
業
企
業
へ
『
謙
遜
友
助
手
』
と
し

τ

沼
び
ζ

み
、
エ
業
企
業
の
内
容
を
熟
知
す
る
冒
と
と
も
に
の
形
式
に
よ
る
長
期
の
貸
付
を
も
行
い
、
銀
行
と
工

業
と
白
結
合
D
接
心
が
形
成
せ
ら
れ
る
と
と
と
・
な
り
下

集
積
か
ら
急
速
に
生
み
出
さ
れ
た
濁
占
形
成
と
関
聯
し
て
、

「
交
互
計
算
信
用
」

と
の
業
務
白
中
に
外
か
ら
は
気
づ
か
れ
な
い
「
銀
行
問
。
激
烈
な
小
戟
閣

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、

。
行
わ
れ
る
木
郊
の
地
磐
」
が
あ
っ
た
の
だ
。
交
互
計
算
業
務
を
媒
介
瑛
と
す
る
・
工
業
と
白
結
び
つ
き
が
大
銀
行
陀
と
G
て
競
争

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

戦
上
の
必
須
D
要
請
と
‘
な
っ
た
九
五
年
以
降
陀
沿
い
て
、
と
白
業
務
の
整
備
の
た
め
に
と
そ
、
大
銀
行
に
よ
る
地
方
銀
行
自
性
急
友

編
制
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
白
一
端
を
第
三
表
(
釦
引
け

FUMhhJ知
る
と
と
が
出
来
る
。
か
く
し

τ、
以
前
白
階
梯
に
ι

沿
い

τ
工
業
上
白
護
起
業
務
白
最
も
重
要
注
環
で
-
あ
っ
た
「
務
行
業
務
」
は
「
交
五
計
算
信
用
」
に
よ
る
貸
付
の
返
棒
白
た
め
白
一
手
段

、

、

、

、

、

.

、

、

、

白
位
置
に
特
落
し
、
「
交
互
計
算
業
務
」
を
中
核
と
し
、
「
監
査
役
」
(
〉

Z
Z
E
E
-
D配
置
に
よ
り
表
現
せ
ら
れ
る
・
銀
行
の
工

、

、

、

、

、

、

、

、

業
と
白
結
び
つ
き
の
結
果
と
し
て
あ
る
い
は
そ
白
た
め
の
機
合
と
し
て
補
完
的
な
役
割
を
果
す
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
白
だ
。

さ
て
マ

ζ

白
新
し
い
扶
態
に
つ
い
て
ヤ
イ
デ
ル
ス
が
油
切
に
も
、

「
以
前
白
時
期
に
長
い
て
は
工
業
上
の
銀
行
活
動
は
工
業
を
刺

ド
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
建
的
特
質

(-) 

第
六
十
七
胸
骨

= 
中，、
五

第
占
ノ、

現

豆
七

8 

唱怪



V
イ
ツ
金
融
安
本
申
構
建
的
特
質

計

42 

80 

194 

ゆ

• 

H 

，、一
大

豆Z
i¥ 

第
六
十
七
巻

第
六
競

戟
す
る
と
と
自
国
日
間
2
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
王
業
を
わ
が
も
の
冒
と
す
る

こ
と

m
R『

E

Z昌
広

r
s
g
が
重
要
と
在
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
主
う
に
、
土

b
高
弐
の
階
梯
を
象
徴
す
る
・
い
〈
円

J

も
白
い
わ
ゆ
る
「
工
業
上
の
パ
ン
ク
グ
ル
ッ
ベ
」

音
色
E
E
o
F
F
U
T岡
田
咽
主
が
工
業
と
結
合
し
占
う
と
す
る
過
程
か

ι生
み
同
さ
れ
て
〈
る
。

己
れ
ら
は
い
守
れ
も
L
ベ
ル
リ
ン
の
六
大
銀
行
を
頂
離
と
し
工
業
と
密
接
な
地
方
銀
行
を

底
謹
と
す
る
・
垂
直
的
切
断
か
ら
生
じ
た
・
漏
占
鵠
系
に
〈
み
入
れ
ら
れ
る
白
で
あ
る
が
、

そ
白
褒
生
の
過
程
か
ら
明
ら
か
友
よ
う
に
、
あ
る
工
業
企
業
の
た
め
の
コ

V
ソ
ル
テ
ィ
ウ

ム
ヘ
制
系
統
の
銀
行
が
侵
入
す
れ
ば
系
統
を
異
に
す
る
他
の
銀
行
は
ヨ

V
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム

を
離
脱
し
、
構
成
の
い

b
ば
「
不
断
白
流
動
」
を
特
色
と
す
る
。
以
前
の
階
梯
に
島
い
て

は
「
n
l
ト
シ
ル
ド
・
コ
U
J

ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
」
あ
る
い
は
「
プ
ロ
イ
セ
V

・ヨ

V
ソ
ル
テ

イ
ウ
ム
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
危
な
〉
邑
E
V
中国
P
H
仲間
E
3
0
ミ
が
「
パ

V
ク
グ
ル
ツ
ベ
い
の
典
型
で
あ
ワ
た
・
と
す
れ
ば
、
と
白
階
梯

に
h
M

い
て
は
三

E
Eユ
o
-
z
F呉
唱
ロ
3

0

3

が
「
パ

V
ク
グ
ル
ツ
ベ
」
の
典
型
企
し
で
現
れ
て
い
る
。
嘗
て
は
全
能
で
あ
う
た
大

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

信

個
人
金
融
業
者
が
最
初
は
緩
や
か
に
後
に
は
急
速
に
浪
落
す
る
に
い
た
っ
た
原
因
は
、
三
戸
己
巳
『
中
国
笹
口
『
明
白
司
宮
崎
、
内
部
で
白
大
銀

行
と
白
競
合
か
ら
生
じ
た
も
白
で
は
な
〈
、

R
K
F
ロ
}
。
配
中
出
自
}
洲
市
吋
河
口
市
唱
。
ミ
が
新
た
に
登
場
し
た

E
M
P
含

Ez--o
国
首
r岡田昌》
0

3

D

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

背
後
に
影
主
潜
め
る
と
と
も
に
、
工
業
上
の
金
融
業
務
が
増
大
す
る
と
と
も
陀
、
そ
D
…
機
能
に
ゐ
い
て
大
銀
行
に
到
底
比
浄
し
得
友

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

I
l
-
-
も
と
よ
り
、
と
の
よ
ロ
含
m
E
m
口
。
回
目
-Fィ
目
白
耳
、
‘
に
認
め
J

め
れ
る
主
う
な
銀
行
の
ゥ
工
業
と
白
密
接

、

、

、

、

、

、

、

、

、

友
関
係
が
直
ち
に
、
い
わ
ゆ
る
「
銀
行
資
本
白
産
業
資
本
と
白
令
生
」
を
意
味
す
る
白
で
は
な
い
。
と
い
う
白
は
銀
行
白
工
業
と
白



、、

結
び
つ
き
D
具
時
的
衣

p
方
は
工
業
白
「
資
本
所
有
と
資
本
需
要
と
白
樺
遣
が
具
る
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
白
偏
差
を
現
わ
す
か
ら
で

あ
る
。
「
合
生
ま
た
は
癒
着
」
と
い
う
新
た
な
・
質
的
に
異
ヲ
た
・
規
定
は
、
よ
り
高
女
の
段
階
を
招
来
す
る
猫
占
形
成
と
の
関
聯

を
侠
っ
て
始
め
て
合
理
的
に
理
解
し
得
る
。
-
|
|
二
系
列
の
費
本
の
集
中
a

集
積
か
ら
み
出
苫
れ
だ
猫
占
閥
系
の
融
合
を
申
核
と

す
る
「
金
融
費
木
」
の
具
値
的
機
構
白
分
析
に
う
う
る
ま
え
に
、
相
側
占
段
階
に
沿
い
て
ベ
ル

H
V
六
大
銀
行
白
工
業
と
白
結
び
つ
き

白
綿
括
的
表
象
を
興
え
る
統
計
去
を
掲
げ
、
八
宵
祈
白
焦
鮒
を
定
め
て
お
と
う
。

そ
白
た
め
白
最
も
正
雌
な
指
標
は
何
か
J

銀
行
の
工
業
と
の
結
合
を
媒
介
す
る
主
要
な
環
と
し
て
、

E

D
統
計
的
表
出
白
場
A
口、

ド
イ
ツ
に
者
い
て
は
「
直
接
晶
画
呉
」
「
交
互
計
算
業
務
」
「
愛
行
業
務
」
及
び
「
監
査
役
」
を
摩
げ
る
こ
と
が
出
来
上
う
。
ま
え
に
論

べ
た
よ
う
に
、
と
の
結
合
白
基
軸
を
な
し
て
い
る
環
は
「
交
互
計
算
業
務
」
で
あ
る
が
、
と
の
業
務
が
「
正
規
の
銀
行
業
務
」
の
限

界
を
と
え
て
利
用
せ
ら
れ
た
場
合
を
把
握
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
忙
、
ま
た
、
「
稜
行
業
務
」
も
皐
に
そ
白
補
完
的
役
割
配

果
す
に
す
ぎ
在
く
な
ヲ
℃
い
る
た
め
に
、
何
れ
も
指
標
と
し
て
遡
営
で
左
い
。
更
に
、
「
直
接
参
奥
」

(
E
B
E
W
凶

E
E
m
d晶
)
も
、

、

、

、

、

、

、

、

大
銀
行
が
工
業
企
業
白
株
式
を
持
績
的
に
保
有
す
る
と
と
は
例
外
的
で
あ
り
、
た
だ
い
わ
ゆ
る
『
銀
行
白
工
業
政
策
』
を
達
成
す
る

た
め
に
工
業
企
業
の
株
式
過
半
数
を
獲
得
し
積
極
的
干
渉
を
な
す
揚
合
に
典
型
的
に
肘
い
ら
れ
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
競
争
戦
上
白

補
助
手
段
と

L
て
の
「
直
接
参
奥
」
も
だ
か
ら
指
標
と
し
て
採
用
出
来
友
い
。
さ
て
、
「
監
官
官
役

L
2
5
5
Z与
は
、
そ
白
前
身

が
舎
祉
白
最
高
決
定
機
能
を
有
し
て
い
た
「
監
理
役
」

(Fzzz唱
E
C
で
あ
っ
た
と
と
か
ら
も
明
ら
か
左
上
う
虻
、
庚
汎
左
権
限

H
監
督
義
務
を
保
持
し
て
い
た
た
め
「
取
締
役
」

(
g
E
B
a
c
h
巴

5
E
S
は
大
慌
に
沿
い
て
そ
の
草
た
る
業
務
執
行
役
の
地
位
に

あ
っ
た
に
す
?
な
い
。
し
か
も
「
監
在
役
」
は
ド
イ
ツ
商
法
白
規
定
陀
よ
れ
ば
舎
吐
白
株
式
所
有
者
で
あ
る
必
要
が
丘
い
上
に
同
一

人
物
が
監
査
役
に
就
任
じ
得
る
曾
祉
の
数
は
無
制
限
な
白
だ
。
か
く
し
て
、
銀
行
白
工
業
と
白
結
合
は
「
監
主
役
」
を
相
互
に
汲
遁

ド
イ
ツ
金
融
費
本
D
構
造
的
特
質

H 

第
六
十
七
巻

占，、
士

第
六
騨

五
丸



V
-

イ
ツ
金
融
資
本
白
橋
建
的
特
質

第四表大銀行の関係しτいる工業曾杭車止の場所的分割
1903午呈圭唱。監査役指標o(晶骨枇中に信用組行出合まれている。)

i i l;i 
ザヨ

場所的分舗し得ない
Yμ リ? IEド

グ 法ド ュエ

イ v'イ " v'イ
'y ~-'t ül ::f!J.ツ y 甫ツレ y 同

Deutsche Bank 221 208 97 49 13 24 16 9 

Disconto-Gesell. 92 81 29 16 20 2 3 11 

Da，四国'11u1巴， B. 101 85 18 80 3 e 19 O 

Dresdner B. 133 119 38 25 28 6 4 17 

A. Scha乱首.Bv. 130 116 72 16 1 8 1. 3 

Dedil1ec IIandeh. 74 60 16 26 4 8 6 ト)

ヲミご

O 

第
六
十
七
巻

六
八

第
六
競

す
る
と
と
に
土
り
表
現
せ
ら
れ
あ
る
い
は
深
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
.
「
監

査
役
」
を
指
標
と
す
る
場
合
が
最
も
一
h
確
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
、
と
白
指
標
に

上
れ
ば
銀
行
の
工
業
と
D
緒
令
D
織
機
像
を
一
定
時
貼
に
蒔
い
て
確
定
出
来
、
し

か
も
大
銀
行
b
静
制
さ
れ
て
い
る
地
方
銀
杯
必
も
顧
慮
し
得
る
た
め
に
合
理
的
ち

も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
注
意
す
べ
き
と
と
は
、
と
り
監
査
役
の
制
度
も
、
「
正
規

白
銀
行
業
務
」
・
「
護
行
業
務
」
一
を
介
し
て
数
多
く
の
工
業
企
業
と
多
間
的
に
ま
た

持
続
的
に
結
合
し
・
そ
白
た
め
に
遇
令
す
る
底
汎
に
分
践
し
た
組
織
を
も
っ
大
銀

行
陀
去
っ
て
始
め
て
有
力
会
武
器
と
た
り
得
る
離
で
あ
恥
。

一
九

O
三
年
基
準
・
監
夜
役
指
標
に
よ
り
、
ベ
ル
リ
ン
ム
ハ
大
銀
行
の
給

三J

〈
工
業
舎
一
世
敷
白
地
域
的
介
布
を
一
不
す
第
四
表
(
吋
町
一
F
J
r検
す
れ
ば
・

ω
ロ
o
E
R百
出
呂
田
仰
は
特
定
地
域
へ
の
偏
侍
最
小
、
均
瑞
円
分
割
白
典
型
と
い
え

ま
守
、

ト
J
R
K
J

。
之
に
反
し
て
、

と

ー》
出

n
F
E『
E
Pロ
百
回
、
胃
宮
司

均
同
)
司
ω
品
回
再
出
回
一
ロ
]
拘

国
P
回
目
内
耳
司
E

'
ど
は
特
定
地
域
へ
白
偏
侍
を
最
も
明
瞭
に
現
わ
し
て
い
る
。

。
一
二
年
の
雨
銀
行
の
イ
V
テ
レ
ッ
セ

Y
H
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
締
結
の
一
因
は
と
ζ

陀
あ
っ
た
。
何
回
{
目
。
一
里
。

logo-znEF

回
目
品
。
]
切
開
虫
色

]mozp

九

目
白
E
n戸
己
宮
叶

は
大
関
類
似
の
像
を
示
す
が
、

U
E
E
m
日
仏
百
?
出
呂
}
門

出
mw
ロ】内、

出
ω
L
H
ロO
叫は

そ
の
成
立
史
か
ら
も
理
解
し
得
る
主
ラ
に
甫
ド
イ
ツ
へ
の
特
殊
化
と
、

シ
ュ
レ
ジ



z
y
に
語
け
る
特
に
強
い
代
表
を
一
不
し
、
国
邑
5
2
E
Z舟
官
四
g
r
z
R
r
p
は
例
外
的
陀
地
方
分
散
的
在
組
織
網
を
全
然
形
成
し
な

か
っ
た
ζ

と
に
相
舷
し
て
北
及
び
北
東
ド
イ
ツ
に
力
鮪
が
認
も
ら
れ
る
。
更
K
、

同
様
に
工
業
部
門
別
分
布
を
一
示
す
第
五
表
(
伊
弘
配
勺

)γ
検

f
れ
ば
、

ωこ

白
場
合
も
り
皇
官
。
宮
出
E
町
長
は
特
定
都
門
へ
の
儒
侍
最
小
で
あ
り
、
最
も
均
持

。
と
れ
た
蓮
繋
を
一
市
し
古
い
る
。
開
制
己
E
E
E
L
C
o
m
o
]
-
R
E
D
も
類
似
の
傾
向

を
示
す
が
、
そ
の
時
国
展
史
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
銭
道
H
交
通
企
業
と
白
蓮
繋
を

最
大
と
す
る
。
と
白
鮪
は

U
P
E
E
Z百
円
出
回
忌
白
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
醸

遣
業
と
白
蓮
繋
が
頴
著
で
あ
る
。
間
出
。
円

]

M

号
同
国
自
身
宮
市
山
O
E
-
E
E
P
は
最
大
の

狭
軌
鎖
道
曾
位
同
命
日
俸
の
。
及
び
電
気
コ
JY

ツ
品
ル
ン

E
K
F

開
。
・
3

の
た
め

白
活
動
か
ら
電
気
・
交
通
部
門
と
D
多
く
の
連
繋
を
生
じ
て
沿
り
、
川
kr

由。
F
m
l

缶
百
E
Oロ屯再
r
E
出
E
T
O
H
O
Z
は
そ
白
初
鵡
置
か
ら
重
鮪
む
な
か
れ
た
鎮
1
石
茨
工

業
及
び
と
れ
に
捌
聯
す
る
金
属
加
工
業
と
の
連
繋
が
藤
倒
的
で
あ
る
。
川
刊
巴
日
T

品ロ
O
門
出
回
ロ
『
白
場
合
は
石
茨
工
業
及
び
鍛
道
H

交
誼
企
業
と
の
連
繋
に
力
貼
が
認

監査役指標。

lflT12関空 製ムゴ紙&手T材木l醜Iい建そわ他食料品エ業 イ用言干帯? そ

業憧及盟業 業 築刷
臨他P雑

128 11 9 1 7 1 9 1 21 10 1 19 11 3 

59115111515  5 I 5 5.1 2 

51 11 3 I '1 I 7 I [j 3 I 8 ー-I 1 16 ー

91 6 7 3 6 5 7 2 5 1 

93 8 8 6 2 4 3 1 1 9 

51 υ F 2 2 3 E 6 8 

473 31 32 32 39 30 43 4 5 52 ー~

1903年基準。王業部門別分割。

F
イ
ツ
金
融
妥
本
自
構
建
的
特
質
付

め
ら
れ
る
。

綿
括
的
に
刷
れ
ば
、
ベ
恥
ザ
リ
y
六
大
銀
行
白
工
業
と
U
結
び
つ
き
白
集
中
黙
は
、

西
F
イ
ツ
の
織
H
石
炭
工
業
を
基
軸
と
し
て
、
生
産
過
程
に
沿
い
て
相
互
に
闘
聯

す
る
「
金
属
工
業
部
門
金
時
」

K
あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
工
業
地
域
・
あ
ら

第
六
十
七
巻

~ 

"、
ブL

第
六
輔

占，旬、



V
イ
ツ
金
融
費
本
O
構
造
的
特
質

大銀行が関係している工業曾駐車~O)

fl i lt;[!?l問jli
Deutsche Bank 221 31 26 14 16 13 28 

Discont-Gesel1. 92 5 11 5 12 9 17 

Darmstlldtet B. 101 5 11 4 6 9 16 

Dresdner B 133 16 11 9 11 14 30 

A. Schaaff Bv. 130 14 17 19 11 17 11i 
Berliner Handels. 74 7 9 4 4 10 17 

言十 8D! 78 8;; 55 側〉 ヤE 123 

第五表

(→ 

第
六
十
七
巻

第
六
抗

三
七
O

六

ゆ
る
工
業
部
門
へ
縦
横
白
網

E
は
り
め
ぐ
ら
し
、
ド
イ
ツ
金
融
費
本
白
路
大
友
社

註
合
自ヲ

問書
記〉

支

柱
E 
tJ. 
し
て
ν、
る。

羽
町
己
問
。
r
3
F
H判所。回出向
1
0
E
E四
m
R
E
S
H
H
E
白
E
Z岳
E
】
J
E
F
E
W
H
E

開

2
司
宮
・
]
戸
吉
田
・
印
・

2
t∞
-
S
中
小
田
個
人
金
融
業
者
は
、
排
他
的
に
蝿
占
的

保
件
で
の
み
業
務
を
な

L
た
ロ
E
ト
U
V

ル
ド
家
自
主
導
す
る
大
個
人
金
融
業
者
主

り
、
む
し
ろ
、
好
保
件
で
共
同
参
奥
を
臨
め
ぺ
い
た
新
L
い
型
四
銀
行
由
陣
列
に

参
加
し
た
。
俳

(26) 

4
4

ロ
岳
民

F
拝
見

m-
回。∞

ベ
ル

9
v
b
m・】
E
E
O
Z
E
E
-
冨
E
《
官
官

o
E・

耳事 P 
全盛 cr' 

v 
折 E

語、主
立、 F

Z戸
。唱

陶

g 
E 
回

F 
凶

E 

'" P 
菅
R・
0 

5 
司

参
加
。
普
働

(30) (29) (28) (27) 

国

V

・
冨
o
一
生
・
岳
、
・
∞
・
同
時
J
田
・
官

吋・目。回同司悶似国『
N
W
S
恥
?
、
・
問
。
白

】屯・ザ斗【。内凶作

r
N九

Fup
印
・
同
副

巴

E
Z島
。
回
目

hr
同
七

O
年
穴
月
四
『
創
立
回
自
由
』
〔
H

株
式
曾
砥
設
立
に
準
則

主
議
採
用
〕
宣
盲
目
前
、

=
H
H
K
棟
式
曾
世
と
し
て
拠
可
せ

b
れ
、
電
無
工
業
。

雄
唱
。
自
由
民
的

E
E
m
の
従
兄
。
。
。
岡
両
日

E
E
m
自
主
導
に
よ
り
ベ
ル

F
Y
に

国

-HHH)

置
立
せ

b
札
、
ロ

y
vト
ン
の
摩
倒
的
地
位
に
挑
戦
す
る
企
聞
は
一
般
の
瑚
笑
目
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(
河
冨

a
o
r
B
U
N
K
-
F
E∞
1



(32) (31) 

E
n
a
F
ロ
H
O
P
E
E
r
B
F。
m
v
o
M
W
F
同
盟
国
目
。
畠
J
m・
由
。
自
費
工
り
算
出
。

七
二
年
民
国

E
r
H
O同
国
何
回
向
。
肝
肉
自
己
『
岳
民
同
自
主
導
。
下
民
、

t
z
z個

人
金
融
業
者
自

E
E
p
u
w
o
d
が
株
式
笠
置
へ
改
組

(33) 

せ

b
れ
た
も
田
芳
あ
り
、
巴
示
。

Em勺
ro
回
目
日
仰
の
よ
う
な
特
色
は
示
し
て
い
な
い
。

g
t
H
E
P
-
m
u
国
軍
ぐ
z
r
m
H
E
Z
白
耳

A
r
E
E官
同
白
ヨ
悶
r
E
r何
回
目

H
F
E
m
E
O
E侍

FEOB向
日
日
開
。
己
罫
m
R
E尚
百
四
白
雪
国
防
局
面
官
白
『

、

国
思
同
福
岡
山
高
品
・
出
品
。

(29) (38) (37) (26) (35) (34) 

-
M

・
冨
邑
巴
・
&
民
・
回
-
H
S
P
出
・
旨
泊

。・ト「白色。

F
号
、
・
叩
・
自
由

一
八
六

O
l六
一
年
四
ロ
耳
目
Z
i
o
n色
町
岳
民
向
田
業
務
報
告
。
(
耳
・
ロ
曹
畠
N

・
号
、
団
事

t
F
S
)

戸
冨
。
骨
「
札
、
民
・
印
-

H
畠

i
】
屯
・
広
岡

E
O晶
子
生
R
F
E

ド
イ
ツ
帝
園
主
語
に
つ
い
て
論
及
す
る
別
稿
に
布
い
て
詳
論
す
る
。

海
外
正
銀
行
を
醍
立
す
る
場
合
に
は
、
敵
封
ず
る
大
融
行
が
共
同
し
て
「
パ
ン
グ
グ
ル
ッ
ペ
」
を
形
成
し
て
い
る
。
乙
甲
階
揃
に
つ
い
て
は
、

(41)(40) 

目
。
曹
♂
塾
、
回
目
目
立
阻

。
・
『
冊
目
骨
】
問
、
&
主
戸
当
や
r
白・

5
一
@
ヤ
イ
ヂ
ル
ス

O
興
味
あ
る
徒
過
田
大
中
を
省
略
し
た
が
、
そ
由
一
部
は

ν
1
-
v
『
帝
国
主
義
』
、
ヒ

ル
7

7

1
ヂ
ィ
ン

r
『
金
融
資
本
』
に
利
用
さ
和
て
い
る
。
重
た
、
ヤ
イ
デ
ル
ス
に
依
援
す
る
美
濃
部
亮
吉
「
ヂ
ィ
九
ヨ
ン
ト
ー

-
F
ぜん戸

シ
ャ

y
ト
の
墜
具
」
(
担
憐
革
論
集
第
七
巻
第
一
部
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
金
融
業
務
の
技
術
的
側
面
に
ワ
い
て
は
、
橋
本
僧
究
「
株

式
弔
引
所
研
究
」
所
載
・
第
一
篇
第
四
章
「
ド
イ
ツ
融
行
の
需
品
伊
衷
由
業
務
と
株
式
取
引
所
掛
障
と
白
闘
保
」
、
-
回
#
競
「
淘
己
柴
瞥
主
義

臨
行
に
お
け
る
空
豆
計
算
業
務
」
(
桓
済
論
議
事
四
陣
容
第
ニ
掠
)
瞳
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
金
融
費
本
O
構
語
的
特
質

1-1 

第
六
十
七
嵐
官

= 
七

第
六
割

大

= 



ド
イ
ツ
金
融
安
本
申
構
誼
的
特
質

H 

第
六
十
七
巻

ユ
士

事
占/、
韓

占，、
回

(42) 

冨

P
E
V
Eロ
E
‘
伶

E
B
E
E
t
E
P
民
は
一
九
O
一
年
民
業
甜
を
ロ

551Ew--島
民
"
に
繕
承
せ
ら
れ
、
由
巳
・

。
田

E
V
E
-
下
百
円
単
ロ
も
一
九
O
四
年
に

U
V
E且
σ
ーロ

an--凶
岳
民
停
に
骨
僻
さ
れ
る
@
ま
た
、
同
・
項
目
岳

E
R
h
R
円
。
自
国
内
ユ
ぽ

(担)

は
一
丸
O
豆
半
に
清
算
事
巴

個
人
金
融
業
者
、
中
小
融
行
も
ま
た
「
監
査
役
」
自
制
産
を
好
ん
で
利
用
す
志
向

L
h
L
そ
自
殺
呆
・
意
義
は
大
韻
行
の
場
骨
と
自
b
異
ヲ

て
い
る
ロ
そ
り
具
極
的
な
例
を
畢
げ

c
、
ヤ
イ
」
プ
ル
ス
陪
、
「
骨
骨
上
白
一
制
度
十
?
?
包
「
あ
配
す
ゐ
動
力
回
臆
じ
て
そ
の
性
格
を
如
何
に
馳
貯

え
る
か
」

E
-閉
し
て
い
る
。

(
P
V
E
o
F
S
E
A
∞
・
回
目
。
傍
鮪
大
野
)

【44)

。・

H
n
E
m
u
-
N
W民

団
-
Z
@
ヤ
イ
デ
ル
ス
四

R

N
岳

Eo--B3
を
指
標
L
G

す
"
の
統
計
に
お
い
て
は
、

的
偏
儒
回
明
瞭
に
出
て
い
る
。

時

K
F
E
m
m位
向
日
国

E
r
の
地
域

(45) 

。・『

E
E
r
&見
・
出
回
苫
J
凹

-
H
d

さ
て
、
産
業
資
本
白
集
中
・
集
積
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
跡
ふ
世
川
島
に
釣
す
る
ベ
ル
リ
ン
六
大
銀
行
白
閥
偽
を
個
々
白
エ
業
部
門
に

つ
い
て
遺
跡
し
、
銀
行
資
本
の
産
業
資
本
と
白
関
係
が
令
必
ま
た
は
癌
和
へ
称
化
す
る
と
と
も
に
生
れ
て
く
る
「
金
融
費
本
」
の
機

様
。
内
的
編
制
に
や
い
て
占
め
る
ド
イ
ツ
銀
行
資
本
白
役
割
の
共
憾
像
を
把
握
す
る
と
と
が
次
白
課
題
で
あ
る
。

γ
4
7
鍵
鎗
産
業
と
4
y
y
y
六
大
銀
行

A 

銀
H

石
茨
エ
業

1
 

1
 

(
 

西
F
4
ツ

ラ
イ
シ
ず
エ
ス
ト
フ
ァ

1
レ
ン
H
H
日

1

}
リ
ン
ヂ

γ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ

ニ
四
に
も
足
'
り
な
い
大
「
混
合
企
業
」

(mEEV百
垣
耳
目
与
が
、
一
九

O
三
年
に
は
金
ド
イ
ツ
白
石
炭
生
産
力
白
約
一
三
%
、
銑
銭
生



産
力
の
約
七
一
二
%
を
占
め
、
鍛
U
H

石
炭
工
業
の
組
側
占
の
某
軸
を
な
し
て
い
た
ラ
イ
y
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
H

R

l
ト
リ

Y
F
v
・

、
、
、
、
、

L

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
と
そ
ド
イ
ツ
獄
占
校
本
の
心
臓
で
あ
り

F

、
大
銀
行
の
運
命
も
と
と
に
て
決
定
せ
ら
れ
た
。

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
l
レ
シ
H

ロ
1
ト
リ
ン
ヂ
ン
・
ル
ク
セ
V
プ
ル
ク
に
持
い
て
は
七
三
乍
の
恐
慌
を
起
賄
と
し
て
、
殊
ピ

七
九
年
の
保
護
附
枕
施
行
以
後
、
鍛
工
業
の
強
力
左
集
中
過
程
、
石
炭
I
業
白
強
力
な
集
中
過
程
、
及
び
雨
池
殺
む
交
錯
白
所
産
と

し
て
、
大
混
A
口
餓
企
業
を
中
心
と
す
る
群
集
に
よ
る
狽
占
が
生
み
川
さ
れ
、
と
の
た
め
白
進
路
を
切
り
開
く
課
題
が
初
期
の
カ
ル
テ

ル
に
輿
え
ら
れ
て
い
た
。
と
白
油
程
に
刷
出
ず
る
銀
行
費
木
の
位
置
を
検
討
し
よ
う
。

ル
ー
ル
の
石
炭
ヨ
業
の
時
四
展
に
相
到
す
る
大
銀
行
む
関
係
は
三
つ
り
時
期
に
分
た
れ
る
。
第
一
期
H
主
と
し
て

b
0年
代
。

凶

0
年
代
以
降
、
殊
陀
五

0
年
代
に
投
下
せ
ら
れ
て
い
売
・

7

ラ
Y

ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
及
び
オ
ラ
シ
グ
の
資
本
白
川
弘
か
ら

ド
イ
ツ
者
木
の
所
有
へ
炭
坑
を
議
波
す
る
た
ぬ
白
媒
介
、
並
び
に
と
れ
ら
を
総
括
し
て
大
合
枇
を
創
立
す
る
業
務
に
象
加
。
そ
D
典

型
は
、
ロ
E
u
。
ロ
!
?
の
昌
己
E
n
F
E
l
F
に
よ
る
の
巴
毘
ロ
〕
E
A
U
F
O
J
O
叶
出
。
担
当
日
r
m
向
。
ω
巴
z
n
F
m
w
p
p
由
。
}
E
P
R
r
E
ω
o
p
、
R
F
2
出
白
井
4
0
H
E
ロ

に
よ
る
出
P
H
司
自
己
出
日
向

gdhgo=問。
E
P
の
創
設
に
見
川
さ
れ
る
。
第
二
期
日
八

O
及
び
克

0
年
代
。
と
由
時
期
の
巾
核
は
鍛
H

ま
守
、

石
炭
工
業
集
中
史
上
の
重
要
な
境
界
石
祈
念
す
一
八
九
三
年
白

そ
り
特
徴
は
「
石
山
氏
と
鍛
と
の
釘
立
山
に
あ
っ
た
。
と
と
か
ら
生
ー
す
る
「
皐
純
炭
坑
」
(
耳
目
。

E旦
と
「
製
織
所
炭
坑
」

(E苦
E
5
0
)

間}】
O
S
H
u
n
r
4
F
E
E
]
5
n
r
o
ロ
問
。
z
o
ロ
司
ロ
代
目
H
r
E

。
成
立
忙
あ
り
、

と
白
利
害
劃
立
、
一
史
に
竪
坑
の
故
に
よ
る
参
興
指
数
白
決
定
忙
よ
り
臨
遂
せ
ら
れ
る
小
茨
坑
と
大
炭
坑
と
の
利
害
謝
立
、
白
た
め
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

銀
行
は
そ
の
関
係
す
る
顧
客
白
内
部
で
の
封
立
に
制
約
せ
ら
れ
て
一
般
に
「
疋
規
白
銀
行
業
務
」
を
在
す
に
止
ま
っ
て
い
た
の
い
う

ま
で
も
な
く
個
別
的
に
は
大
銀
行
白
位
置
は
奥
ヲ
て
い
る
。
判
〕
日
開
s
s
b
o
E
-
z
z
コ
ほ
最
大
の
鉱
業
合
社
ご
の
巳
話
再
開
h
n
F
O
回
、
、
主

介
し
て
、
J

ン
ジ
ケ

1
ト
に
防
相
楼
な
閥
係
を
保
持
し
て
い
た
が
‘
と
の

R
R

の
己
目
白
r
E
r
o
ロ
ョ
の
決
定
的
地
位
及
び
友
好
製
織
所
口
。
H
A
ず

ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
構
誼
的
特
質

[一}

捕
六
十
七
巻

七
= 

第
六
時
肺

，、
主



ド
イ
ツ
金
融
費
本
自
構
造
的
特
質

ぞ)

静
六
十
七
巻

=
一
七
回

第
六
貌

T

円六

H
E
-
2
C
E
S
が
自
身

D
茨
坑
を
有
し
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
上
り
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
も
な
か
っ
た
た
め
、

て
無
保
件
に
友
好
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
之
に
反
し
て
、
主
要
利
害
が
足
蹴
』
に
あ
ワ
た

P
P
E
E
P
5
8ぜ
♀
2
回
目
7
2
6己

は
め
v
y
ジ
ケ
1
ト
第
二
D
大
鱗
業
舎
利

R
F

国
EMugE-w
忙
接
近
し
て
い
た
が
、
「
石
川
島
と
錦
、
と
白
針
立

L

E
特
徴
と
す
る
シ
ン
ジ
ケ

ー
ト
陀
劃
し
て
は
パ
ッ
シ

1
フ
な
態
皮
を
と
っ
た
。
克
陀
、

D
O
E
-
r
o
出
E
r
は
同
日
-
Eロ
回
目
。
一
鉱
山
所
有
に
連
繋
し
て
九
OJ宇

代
以
降
積
極
的
陀
申
位
。
炭
坑
を
多
数
周
溢
に
集
め
る
こ
と
を
企
刷
し
、
出
。
ユ
E
E
E
E砂
]
白
四
自
己
一
m
n
E沖
も
ま
た
よ
出
口
5
5
5
J

R
R

一問。
EO]広
在
日
J

を
支
柱
と

L
て
『
石
炭
』
の
領
域
へ
進
出
し
て
い
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

集
中
が
進
展
し
、
競
争
の
蹄
趨
が
明
ら
か
に
な
る
と
み
一
も
忙
、
淵
占
的
企
業
と
腎
扱
に
結
令
す
る
と
と
が
大
銀
行
自
憾
の
存
立
白

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

基
礎
・
競
争
D
必
仰
の
手
段
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
『
銀
行
の
工
業
政
策
』
が
明
確
に
現
わ
れ

τ〈
る
。
と
れ
は
上
り
高
弐
の
段
階
日

第
三
期
の
到
来
を
意
味
し
、
そ
の
明
確
た
指
棋
は
一
九
O
三
年
九
月
の
第
二
四

シ

V
ジ
ケ

I
F
に
釘
し白

成
立
に
あ
る
。
と
白
シ

y
ジ
ケ

l
ト
は
一
九

O
四
年
比
成
立
し
た
印
Z
E
4
2
z
z
-
Z昆
左
顧
慮
し
て
締
結
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
「
石
炭
と
鍛
と
の
利
害
の
癒
着
」
争
特
徴
と
し
、
従
来
白
『
石
茨
』
白
主
事
的
役
割
に
劃
す
る
「
織
の
勝
利
L

・
す
な
b
ち
ラ

イ
シ
・
ザ
エ
ス
ト
フ
ァ

I
レ

Y
H
ロ
1
ト
リ
ン
グ
ジ
・
ル
ク
セ
シ
プ
ル
ク
の
大
混
合
鈴
企
業
四
勝
利
を
あ
ら
b
し
て
い
か
。
い
う
ま

で
も
な
〈
曹
と
白
過
程
は
他
方
に
老
け
る
鍛
工
業
白
強
力
た
集
出
町
油
開
れ
と
交
錯
し
て
い
る
白
で
あ
り
、
そ
り
場
合
白
銀
行
者
本
白
位

置
は
石
茨
王
業
D
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

同

roHEnF』
者
皇
E
-
a
n
F
E
問。
E
2
4包
HrE

註

(1) 

。'H
E仏
o
r
u
N
b
m
丸
田
・
田
町
初
期
目
カ
ル
テ
ル
と
は
一
九
O
三
年
の
第
二
目
肩
車
A

シ
ン
ジ
ケ
1

}
成
立
以
前
回
す
べ
て
の
カ
ル
テ
ル
を
意
味

〈勾

し
て
い
る
。
R

H
h
百

円

E
E旦
E
P
ロ
O
H
m
z。岳民
nV明
白
色
白
白
ロ
《
団
関
4
E
z
q
r苦
言

胃
tr品。
F
1
5
E
-
一T
Z
2
5
8
z・
呂
2
・
∞
色
l
m・
8



己
申
領
域
に
h

h

h

山
一
酌
ん
A
F酌
熱
あ
が
活
動
し
て
い
た
が
、
時
に
オ
ッ
ベ
ン
円
イ
ム
は
件
闘
賓
本
心
導
入
山
競
介
者
と
な
ワ

k
o

フ
ラ
シ

ス
受
本
は
既
に
一
八
三
八
年
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
イ
ギ

D
ス
資
本
は
凹

0
年
代
田
梓

p
阻
止
r
b
、
オ
ヲ
ン
ダ
資
本
は
王

0
年
代
に
、
導
入

せ
ら
れ
、
一
白
(
山
和
ι
v
p
恥しい田耕
t
F
b
R
W札

vhι
引
で
山
仲
勘
あ
恥
山
一
恥
ん
は
七

0
年
代
に
終
り
、
湿
流
す
る
に
い
た
る
o

ま
た
、
大
融
行
の
活

動
の
展
開
は
同
時
に
ケ
ル
ン
の
個
人
金
融
講
者
が
漸
主
に
排
除
せ
ら
れ
る
語
程
で
あ
6
0

(3) 

。・一「
O
E
O
-
ω

旭川、
N
K
-
F
M山
田
最
も
有
刺
な
立
場
に
あ
?
に
り
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
協
約
を
結
ん
だ
「
製
品
刷
所
茨
抗
L

で
あ
り
、

手
数
料
を
支
抑
っ
て
「
自
己
消
費
」

(
m
E
Z
7
2
2
Z
E
F
)
以
上
自
石
炭
を
シ
Y
ジ
ケ

1
ト
を
通
じ
て
車
却
せ
し
め
る
ζ

と
が
出
来
、
か
く

し
て
不
記
時
に
も
生
産
の
制
限
を
う
け
な
い
で
、
し
か
も
剰
融
を
シ

γ
グ
ケ
1
ト
加
入
茨
抗
の
犠
牲
に
布
い
て
貰
却
出
来
た
の
で
あ
る
。

工
?
の
賀
却

(4) 

。・

H
E骨
Y
N
P
R
K
∞
・
目
。
(
傍
貼
大
野
)

タ
第
一
一
四
石
茨

ν
ン
♂
ケ

1
ト
4

0
場
骨
も
、
製
鍋
肝
決
坑
は
自
己
消
費
旋
回
制
限
は
な
く
、
景
気
離
到
に
よ
り
調
節
向
車
た
。
シ
ン
ジ
ケ

E
ト
ト
ち
石
炭
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
巴
な
い
単
純
製
鍋
所
-
よ
り
も
混
合
製
錨
所
は
優
越
し
た
韻
字
力
を
有
す
る
と
と
に
な
る
。
ま
た
シ
ン

(5) 

ジ
ケ

i
ト
の
徴
集
す
る
組
骨
費
拡
販
葉
月
茨
を
基
準
L

と
し
て
、
自
己
消
費
用
決
に
此
訴
さ
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の
組
合
費
時
中
か
ら
輯
銅
的

職
出
保
護
金
が
支
出
せ
ら
れ
た
た
め
、
「
製
餓
所
炭
坑
」
(
同
旦

5
5
n
F
E
)
・

2
訴
品
製
融
所
」

(
N
R
V
E
E
R
E
)
を
有
す
る
混
骨
企
業
は

雨
商
か
ら
の
利
益
を
得
た
。

(6) 

融
工
業
自
集
中
見
を
貫
申
す
る
問
題
は
同
様
に
車
純
企
業
と
混
合
企
業
と
白
針
立
で
あ
っ
た
。
出
現
錨
所
は
炭
坑
を
、
茨
坑
は
製
蝿
所
在
確
保

し
よ
う
と
し
、
臨
錨
業
・
石
茨
工
業
の
集
中
の
交
錯
が
生
れ
て
く
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
り
鍛
H

石
決
エ
業
白
集
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
猟
占
形
成
と
関
聯
し
て
、

、
、
、
、
、

定
的
に
鑓
化
し
た
。
九
九
年
比
九
戸
田

n
E己
出
自
由
、
円

F
q
出

E
H
2
0日
目
ロ
に
占
り
設
け
ら
れ
た
の
を
最
初
と
す
る

支
掛
所
」
(
印
可

E
F巴
件

B
Z
)
に
典
型
的
に
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
カ
ル
テ
舟
北
さ
れ
た
企
業
と
白
特
接
な
結
合
を
企
刷

L
て
い
た
大

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ー
業
の
護
展
に
誼
令
し
て
来
た
大
銀
行
の
悦
置
は
決

「
シ

y
ジ
ケ

1
ト

ド
イ
ツ
盈
融
資
本
的
構
誼
的
特
質

ー)

第
六
十
七
巻

国
一
七
五

第
宍
競

，、
七



，f
 

銀
行
は
了
集
中
の
生
み
出
し
た
絹
占
に
直
面
し
て
確
固
'
と
し
た
「
で
業
政
策
』
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
士
た
積
極
的
に
と
り

ド
イ
ツ
金
融
資
本
町
構
建
的
特
質

H 

第
六
十
七
種

七
アて

第
六
披

売
八

得
る
位
置
に
沿
か
れ
た
。
一
九

O
三
年
白
同
Ftg40由
民
間
。
E
2
4
E
F旦
及
び
と
れ
と
連
繋
す
る
一
九

O
四
年
の
印
E
F
Z
O許
宮
OH

E
E
D
成
立
を
促
進
す
る
一
よ
う
に
積
極
的
な
行
動
が
と
ら
れ
も
そ
白
典
型
は
冊
目

n
E
E
B冨
ロ
胃
ロ
、
目
『
耳
目
g
F
2
2
Eロ
が
そ
白
友
好

企
業
二
出
。
目
以
也
、
を
団
宮
E
4
0
H
E〈
E
E
E
に
参
加
せ
し
め
た
場
合
「
銀
行

D
T
ロ
リ
ス
ム
ス
L

の
一
例

l
陀
認
め
ら
れ
る
。

か
く
し
て
確
立
じ
た
」
ベ
ル
リ
V
六
大
銀
行
主
主
柱
、
と
す
る
銭
日
石
出
品
工
業
の
狗
占
む
中
に
行
わ
れ
る
競
争
を
総
括
し
よ
う
。
ま

ヂ
石
炭
王
テ
イ
ヅ
セ

Y
2
s
m砕

S
u
p
-
E
M
旦

F
E
m【

4
5
同
吾
川
)
に
は
ロ
5
8
P中
。
自
己
一
ωの
FPP
が
結
び
つ
い
て
い
た
が
も
一
九
O

二
年
、
テ
イ
ツ
セ

V
の
銀
行
問
F
O
E
R
Z
出

E
F
O
整
理
陀
参
加
レ
て
以
来
、
ロ
月
m
L
S同
窓
口
r
が
テ
イ
ツ
セ

y
と
結
合
し
て
登
場

す
る
。
次
に
、
「
石
炭
に
劃
す
る
織
の
勝
利
」
と
予
イ
セ
ン
白
ル
ー
ル
石
炭
領
域
へ
白
大
提
出
と
に
土
り
、
「
銭
』
の
領
域
忙
強
力
な
支

柱
を
紋
き
・
ル
ー
ル
炭
坑
白
間
に
集
中
的
支
配
慨
系
主
A

引
回
し
て
い
た
・
ロ

2
宮
}
同
国
自
『
白
櫨
力
的
地
位
は
脅
威
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
更
に
、
り
o
E
ω
n
F
O
F
t
n
の
影
響
範
闘
の
後
退
を
招
来
し
た
「
織
の
勝
利
」
は
同
時
に
、
大
混
合
銭
企
業
と
最
も
姐
〈
結
合

し
て
い
わ

P
目閣の
E
E
E
E
m
o目、
m
n
F
2
F昇
耳
目
山
口
を
前
面
に
押
し
問
し
た
。

kt・由
n
F
E
B
M
P
5
2、聞の
r
z
F昇
詰
百
自
は
一
九

O

一
一
年
に
シ
品
目
へ

1

9

1

9宮
2
2
伴
内
。
旨
問
。

zo日
U

ロ
l
ト
リ
シ
ゲ
ン
・
ル
グ
セ
ン
プ
ル
ク
白
木
市
部
の
核
山
〕
の
銀
行
冨
同
庁

豆
吾
氏
自
R
r
o
出

E
r
へ
参
興
す
る
と
と
に
よ
り
、

決
定
的
影
響
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
寓
昌
巳

F
E
Hピ
R
r
F昇
の
監
在
役
に
あ
う
た
シ
ム
テ
イ

y
、
ネ
ス
(
阿
世
問
。

7
8
2
を
介
し
て

、
、
、

ル
l
ル
石
茨
抑
制
城
へ
の
漣
繋
を
増
大
し
て
い
る
。
か
〈
じ
て
、
一
方
の
極
に
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア

1
レ
ン

H

ロ
1
ト
リ
Y
ゲ

、
、
、
、
、

ン
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
の
『
銭
』
の
代
表
者
と
し
て
の
シ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と

k
r
F
E
m
h
E
g
g
-
R
r
E
出

E
T
O
B
H
p
o
他
方
の
極
に
、

『
小
山
台
小
Arir
和
と
し
て
の
テ
イ
ツ
セ

Y
と
】
M
M
E
E
2
F品
。
前
者
に
は
ラ
イ

V
D
M附
舶
濯
な
に
止
、
り
後
者
に
は
炭
坑
斯
有
に

シ
ュ
ベ

1
F
J
E介
し
て
ロ

1
ト
リ
Y

ヂ
ン
・
ル
ク
セ
シ
プ
ル
ク
の
鍛
工
業
に

、b、



上
り
結
び
つ
い
て
い
た
シ
ュ
テ
ィ

Y
ネ
ス
が
中
間

D
悦
世
に
あ
っ
た
の
一
九

ot一
年
の
』
伊

r
z
p宮
古
ロ
.
R
r
2
出
E
T
O
B
F
と

ロ
昂

maz岡
田
料
品
と
の
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
ン
ヂ
マ
イ
戸
シ
ャ
フ
ト
は
こ
の
シ
ュ
テ
ィ
ン
、
不
ス
を
槻
介
と
し
亡
締
結
せ
ら
れ
た

O
で
あ

る
。
夏
に
シ
ュ
テ
イ

Y

ネ
ス
は
ロ

R
E
m古
去
2

F
ロ
阿
を
も
と
の
集
中
運
動
に
引
き
入
れ
て
い
る
日

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

己
白
濁
占
の
中
に
行
わ
れ
る
競
争
白
泊
渡
的
J
L
揚
と
し
亡
、

同
。
任
。
同
門
庁
、
及
び
∞

nrmH]日目同開
Hdrop
同
三
回
日
円
。
5
2
0一F

一
九

O
五
年

D
O
o
r
g
r
E
r
o
y
』
E
r
2
2
H
H
5
Z
E
r一8
5
5一目

白
イ
ン
テ
レ
ッ
セ

V
ゲ
マ
イ
Y
シ
ャ
フ
ト
は
新
し
い
意
味
を
有
し
て

い
る
。
・
と
い
う
白
は
こ
白
集
中
に
よ
り
、

西
ド
イ
ツ
白
鍛

1
石
決
工
業
白
最
も
重
要
な
部
分
自
た
め
に
、
ロ

2
z
n
Z
出回一ロ
F
ロ
ド
目
i

。白向。
i
b
o
a
z
o
g
p
回
目
m
L
E
Z
w
r
z
B出
ロ
百
口
、
百
rm同
国
戸
口
r
Z
E
E
-問。
E
O円
P
が
接
近
し
た
か
ら
で
あ
る
。
監
在
役
合
以
上
の
煮

、、

1
0
監
官
官
役
が
属
し
て
む
り
・
そ
白
中
に
は
シ
ユ

味
を
有
し
て
い
る

R
D
O目。一
E
n宮
中

E
E胃
E
g冒

E
H
品昂

H
E
R
O官
。
ロ
沼
田
雪
国
国
岳
民
ぺ
唱
に
は
三
曾
枇
の
主
役
白
他
に
九
人
の
以
前

テ
イ
ッ
セ
ン
(
〉
ロ
阿
国
間
同
叶
]
戸
官
m何回)、

UHmn(ES--Como-

テ
ィ
ン
、
不
ス
(
回
目
向
。
市
町
田
口

a)、

-
}
R
E
P
か
ら
二
人
、
ロ

g
z
n
Fめ
回
目
F
P
-
P
F
E『
r
p
E
O口、円
F
2
出
巴
】
宮
内
耳
宮
か
ら
夫
々
一
人
白
重
役
が
参
加
し
て
い
た
。
か

〈
し
て
、
敵
釘
し
合
っ
て
い
た
大
銀
行
が
共
同
し
て
、
西
ド
イ
ツ
の
餓
H

石
決
工
業
の
主
導
的
産
業
資
本
家
と
と
も
に
、
金
融
寡
頭

制
の
支
配
閥
系
白
一
環
を
在
し
て
い
る
。

註

σ) 

商
法
上
回
意
障
に
h

引
け
る
代
理
人
と
し
て
工
業
ム
の
簡
混
合
及
び
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
販
賀
所
と
手
形
交
換
所
の
捕
龍
を
引
受
け
る
。

(8) 

最
大
四
半
製
品
消
費
者
で
あ
っ
た
出
品
E関
E
F凶
器
の
監
査
設
に
は

E
E
E
s
c
a巴
町
長
島
、

m
E
C
ヨ
g
-
E
3
〉
凹

O
V
E
E
Z
S
E
.

5
2
F
E
r
z
z
p
F目
白
骨
内
周
回
目
F
が
代
表
し
て
担
り
、
臨
時
株
主
総
曾
が
招
佑
押
せ

b
れ
て
、
出

Z
u
-
-
A
G
S
F白
一
色
の
成
立
に
最

a' 

も
闇
心
四
あ
っ
た

h
p
p
v
E
m・
出
ぐ
が
株
式
週
中
散
を
占
持
て
、
重
彼
の
強
硯
な
反
封
を
押
し
切
っ
て
参
加
を
決
定
せ
し
め
校
。
そ
四
他

、

白
大
融
行
、
大
個
人
金
融
業
者
も
間
接
に
〉
L
W
M
M
E
m・出
4

と
同
じ
方
向
に
行
動
し
た
。
他
胃
、

ζ

U

抽
相
官
に
お
い
て
、
大
雌
行
・
大
個

ド
イ
ツ
金
融
警
本
自
構
建
的
特
質

←) 

策
六
十
七
巻

= 
七
七

静
六
輔

，、
ブL



ド
イ
ツ
金
融
安
本
の
構
造
的
特
質

(→ 

三
七
八

第
六
十
七
巻

人
金
融
業
者
に
劃
す
る
主
要
融
調
者
同
「
浪
落
し
ゅ
〈
小
個
人
金
融
業
者
層
の
型
L

E
示
し
て
い
る
。
小
金
融
業
者
層
は
、
カ
ル
テ
ル
制
度

第
六
世

寸Z

O 

(9) 

を
集
中
さ
れ
た
工
業
及
び
大
融
行
忙
基
礎
を
お
〈
信
用
制
度
の
表
現
と
し
て
、
宅
ル
テ
ル
制
度
に
原
理
的
忙
闘
用
下
し
た
。

a

，
 

テ
イ
ッ
セ
ジ
。
そ
の
基
幹
は
盟
岳
Z
E
君
"
E
4
0片
付

d
d
w
m
g
h
w
n
p
z
u
r
F
e
E
p
m
陀
あ

D
、
若
説
か
ら
銑
・
鋼
・
完
成
品
に
い

た
る
生
産
過
程
を
包
括
す
る
大
混
骨
企
業
目

E
5
n
V
2
同
島
耳
目
他
に
、
由
。
E
F
O
H四百円》何回

E
品
目
E

E耳
目
戸
主
〈
F
E♂
帯
損
多
の
茨

坑
・
錨
鎖
占
有
し
、
「
テ
イ
ッ
セ
ン
・
コ
グ
ツ
ェ
ル
ン
L

P
年
産
院
君
炭
王
百
高
ト
ン
、
銑
醐
七
八

O
高
ト
ン
、
鋼
錨
六
七

O
高
ト
シ
に

及
品
。
更
に
ド
イ
ツ
最
大
白
醐
商

2
5
B
E
E
-
2
)
で
も
あ
る
。
監
査
役
と
し
て
一
三
テ
ィ
ン
ネ
ス
と
と
も
に
の
巳
自
己
乱
将
官
ロ

J

Z。
E

m件。目
-
F
E
I
Z
E
冨
。
旬
。
]
げ
日
間

5
岳炉問。
E
F岳
民
丹
撃
に
参
加
し
て
い
る
。
(
戸
ロ
同
O
W
E
E
P
巴
お
唱
自
国
一
mnzn
耳
凸
『
目
白
E
聞のか
E

口同
d
菅
U
S
R向
調
丘
ず
P
H
G
e
A
F
問

団

4
0
)

(10) 

白
E
Z
F
m
E
B
r・
出
向
品
znv
民
即
日
内
田
臣
官
出
納
長
r
及
び

回出
E
Oロ
可
同
品
E
Eロ丸

ι円
に
よ
り

LF1
ル
炭
坑
D
問
に
集
中
的
慣
系
を
構
築
し
、

u
d
E
v
d品
回
U
F
2
Z
R
E巳
刊
に
よ
り
ベ
ェ
エ
ン
ゲ
ル
(
出
。
E
H口
問
。
同
)
家
及
日
同
一
-
L
W
H
(回
目
巴
)
家
と
蓮
繋
し
、
開

a
o
E
H
回
目
}
内
耳
目
E

に
よ
り
ア
ジ
ケ
(
同
日
庁
阿
川
田
回
目
白
)
寵
と
謀
繋
し
て
い
た
。
『
曲
』
白
頓
輔
k
h
o
い
て
位
ベ
ェ
品
ン
ゲ
ル
白

Z
属
仏
日
任
。
E
5
0
吉
田
宮
内
n
と
円

(11)μ 

品
且
ル
の
ロ
己
岳
c同国戸何回開
w
r
z
z
o
k
閥
保
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

〉
回
岳
E
自
H
E
R
b
-
R
V
Z
F昇
百
台
回
目
創
立
以
粛
、

F
B
Y
同
音
骨
川
岩
品
百
、
出
向
氾
門
戸
]
吉
長
田
Z
E
Y
出
5
n
E
E
m『
〈
2

5
轄
の
大

製
館
所
と
固
有
田
密
接
な
給
者
に
あ
る
。

(12) 

シ
ュ
ペ

I

，l
。
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
シ
の
最
も
有
名
な
拠
錨
所
長
見
e
E
E
n
f
w
w
E
創
関
し
た
仙
に
、
な
担
]
民
E
o
pロ
=
E
t
4
2げ
を
購
入
、

定
問
。

b
E唱
え

:
R
m
E
E
E唱
え
w
R
巴
E
命日岡田明
Z
3
に
封

L
て
決
定
的
影
響
力
を
有
す
。

シ
ュ
テ
ィ
シ
ネ
ズ
。
ョ
s
g
昌
E
E
E
盟
E
目

2

5
髭ロ
E
V
C
E
P
畑

仕

の

E
F〈
空
自
国
臣
が
続
車

L
、
目
白
区
間
国
間
o
E
H
H
M
H
N
m
E

(13) 

ぽ
z
z
r
E
E
P
F
を
統
率
す
る
出
品
c
E
E
n
E
が
活
動
の
中
心
を
な
し
、
尼
大
な
茨
前
所
有
〔
出
丘
町
凶
戸
白
書
E
E
u
w
d
F
J
Z
C
E
M
Z巳
Enmw



口同岡町田

E
F
P
E
E
L函
品
目
臣
、
甲
お
品
目
島
問
目
白

E
♂
町
民
己
目
。
『
司
H
V
Z円
〕
に
よ
り
テ
ィ
ッ
セ
ン
と
謹
繋
L
、
更
に
、
=
一
大
岡
宮
内
】

3
5
n
F自
由
自
由
(
同
自
白
何
回
四
百

mh岡
、
出
E
E、
E
Eロ
g
)
町
中
の
一
ー
と
し
て
シ
ュ
ベ
ー
ダ
】
及
刊
v
p
p
v
E司

F-
と
連
繋
し
て
い
る
。

)
 川一

2
3
1
Zお
い
て
位
口
五
五
回
目
開

Z
F
F
7
2長
領
域
に
お
い
て
は

u
i
p
E
Eに
連
繋
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

同)再
E
百円凶作。町田
E
r
は
一
九

O
囚
作
に
出

2
E
n
y
o
F戸話
E
E品
Mvnvm
国
立
開
示
4
2
E
E仏
口
巳

E
F
〉

の

口

出

o
E
E
m
E
巴
吉
田

B
V
Eヨ

• 

が
シ
ユ
テ
ィ
ン
ネ
ス
商
骨
四
一
決
坑
噌
岡
山
向
島
吋
H
O
V
Z円
5
2
を
併
合
L
、
7

1
ゴ

1

・
V
A
-一
ア
ィ
シ
ネ
マ
ハ
が
と
り
官
一
世
の
監
査
授
に
捜
ば
れ

る
と
と
も
忙
西
ド
イ
ツ
の
錨
nu肩
炭
工
業
円
集
中
週
程
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。

、
、
、

詰
意
貼
。
酉
ド
イ
ツ
に
布
い
て
d昔
刊
1
ル
は
オ
1
ベ
ル
シ
ユ
レ
ジ
エ
ン
と
翻
似
し
た
所
有
闘
R搾仲

E
一
示
市
し
て
い
る
o

ザ
ー
ル
の
童
心
は
右
炭
生
産
に
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
大
部
分
は
プ
ロ
イ
セ
ン
図
庫
の
所
有
に
蹄
L
、
他
は
ド
・
グ
ァ

y
F
ル
(
島
内
耳
目
骨
]
)
・
テ
ィ
ツ
セ
ン
の
所
有
に
属
し
て
い
た
。
鎖
工

業
は
少
数
b
大
混
合
企
業
に
統
一
さ
件
て
既
に
創
立
。
首
相
よ
り
白
貴
族
所
有
ピ
あ

p
、
V
L

ト
ゥ
ム
(
盟
国
自
E
)
家
が
大
半
を
所
有
L
、

そ
自
他
も
ド

-
M
J
ァ
y
d
ア
ル
、
レ
ェ

E
D
ン
グ

f

同
宮
町
】
E
開
)
白
家
族
所
有
で
あ
っ
た
。
生
産
方
法
は
ト

1

マ
ス
控
が
支
配
的
で
あ
町
一
錨
鎖

右
は
ロ

E
ト
D
ン
ゲ
ン
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
の
ミ
ネ
v
ト
鏑
江
依
存
す
る
と
と
と
な
り
、
か
く
し
て
、
ヲ
ィ

ν
・
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1
ν
Y
1

7
ト
リ
ン
ゲ
ン
・
ル
ク
セ

Y
プ
ル
ク
の
震
に
従
属
し
た
。
こ
の

A
方
へ
は

FREEz--FιE創
立
し
℃

P
E
i

自
問
F
E自
国
dnvo同
国

E
Z
2
0置
が
選
出
し
て
い
る
。

1
 

1
1
 

1
 

(
 
東
F
4
ツ

オ

1
ベ
ル
シ
ュ
レ
ジ

z
y

一一

O
世
紀
初
頭
企
ド
イ
ツ
の
銑
俄
生
産
力
白
約
八
%
、

石
炭
生
産
力
の
約
二
四

Z
E
占
め
℃
い
た
・
オ

1
ベ
ル
シ
ュ
レ
ジ
ェ
ン
の
銭

u
有
決
工
業

D
狐
占
の
恭
軸
を
な
し
て

J

い
た

D
は
約
一

O
の
「
浪
合
企
業
」

で
あ
ワ
た
。
と
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
西
ド
イ
ツ
白
よ
う
に
石
炭
工
業
と
鍛
工
業
と
白
近
代
的
集
中
白
交
錯
の
所
震
で
は
友
〈
、

、
、
?
グ
ナ
J

ト
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

少
数
回
大
貴
族
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
図
席
の
土
地
所
有
在
来
礎
と
し
て
、
自
然
生
的
に
生
み
出
苫
れ
て
い
た
前
期
的
た
経
営
コ
ン
ピ
ナ

テ
イ
オ
い
〔
石
炭
・
銭
・
鉛
・
亜
鉛
・
工
業
及
び
良
業
・
林
業
白
伺
一
経
営
内
で
の
絡
み
令
い
〕
朴
木
情
的
に
は
給
持
せ
ら
れ
て
い

ド
イ
ツ
金
融
費
本
の
構
誼
的
特
質

H 

第
六
十
七
巻

=
一
七
九

静
六
日
臨

七



ド
イ
ツ
金
融
資
本
田
構
造
的
特
質

、

)

お

た
も
D
で
あ
る
。
七

0
年
代
以
降
、
個
人
H
家
族
一
総
管
か
ら
鱗
山
共
有
組
合
(
口

im門官
o
E
S
あ
る
い
は
株
式
市
町
枇
へ
輔
形
せ
ら
れ

マ
グ
ム
T
l
ト

た
が
、
単
な
る
時
代
田
趨
勢
へ
白
形
式
的
泊
合
に
止
ま
り
、
大
貴
族
所
有
白
資
本
力
陀
限
界
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

、
、
、
、
、
、
、

v

、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

故
に
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
白
如
く
、
銀
行
白
媒
介
に
よ
る
と
と
ほ
稀
で
あ
ワ
た
白
で
あ
り
，
か
く
し
て
.
「
正
規
白
銀
行
業
務
」
上
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

取
引
さ
え
西
ド
イ
ツ
よ
り
活
か
に
遅
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
八

O
年
の
「
石
決
協
定
」
(
開
。
E
g
r
E
4
E
H
O国
)
忙
止
る
石
茨
の
流
部

過
程
白
濁
占
の
確
立
に
続
い
て
、
鱗
山
業
に
企
け
る
あ
る
樟
皮
白
資
本
主
義
的
危
集
中
に
際
し
で
も
、
大
貴
族
と
プ
ロ
イ
セ

γ
闘
庫

問
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

白
所
有
は
不
動
で
あ
り
、
ま
た
生
産
保
件
に
大
差
が
な
か
ヲ
た
た
め
、
西
ド
イ
ツ
に
島
け
る
よ
う
な
「
混
令
企
業
」
と
「
単
純
企
業
」

L
U

か
め
ι
r
b
跡
A
v
b
秘
か
ふ
恥
b
h
。
オ
1
ベ
ル
シ
ュ
レ
ジ
エ
ン
の
『
作
か
ら
』
の
競
争
に
止
h
h

枇
曾
的
平
均
生
産
力
水
準
へ
組
合

η

¥

 

す
る
た
め
む
・
い
わ
ゆ
る
「
工
場
生
産
に
趨
令
せ
る
集
結
」
(
向
島
ロ
E
E
E
a国哲
H
E
E
-
-
B
m
n
v
z
g
が
行
わ
れ
た
鍛
工
業
に
た
い
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、

典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
主
う
に
、
獅
占
段
階
に
岩
い
て
も
、
西
ド
イ
ツ
と
は
封
照
的
に
「
銀
行
が
金
〈
何
白
役
割
も
演
じ
左
い
弘
正
大

な
集
中
」
が
生
じ
て
い
る
。

し
か
し
左
が
ら
、
オ

l
ベ
ル
シ
ュ
レ
シ
ι

ン
の
畿
日
石
炭
工
業
の
渦
占
と
銀
行
資
本
白
猫
占
慨
系
と
の
合
往
左
認
め
る
と
と
が

円

マ

タ

ム

ア

1
手

U

一

出
来
る
。
銭
H
石
炭
工
業
也
大
字
は
大
貴
族
・
ド
ネ
ル
ス
マ
ル
ク
(
ロ
smmaER-h)
・
テ
ィ

l

レ
U
M
ヴ
イ
ン
ク
ラ

1
3
E
J耳
E1

岳
町
吋
)
フ
ル
ド
ゥ
シ
Y

ス
キ

1

2己
E
F
Z
Z
)
及
び
ポ
ル
シ
ヒ

2
2
m
g
更
に
プ
ロ
イ
セ
ン
闘
庫
白
所
有
に
よ
り
濁
占
芳
ら
れ
て
〆

い
る
が
、
大
銀
行
の
唯
一
白
闘
争
相
剖
象
で
あ
う
た
オ

1
ベ
ル
シ
ュ
.
レ
ジ
ヱ

Y

最
大
白
混
令
企
業
問
。
ロ
戸
市
3
5
ι

〕

V
E
E
r
z
o
と
結
び

う
い
て
い
た
個
人
金
融
業
者
出
]
O
R
E
-寄
を
排
除
し
て
、

J
rび
(
一
中
以
降
己
目
安

-5

が
二
人
白
監
在
役
を
配
し
て

(寸

第
六
十
七
巻

ハ、
O 

第
六
抗

七

出

p
p
r

結
合
し
、

全
ド
イ
ツ
由
産
業
界
に
著
名
な
ヘ

Y

ケ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ド
、
不
ル
ス
マ
ル
ク

(の

E
E
E
g
n
r
z
d
E
H
M
口。
E
o
a自
民
nr)
と
の

漣
繋
を
確
保
し
た
。
フ
ル
ド
ゥ
シ
ン
ス
キ
ー
に
は
、

そ
の

HHMMえ
E
m
r
E
5
3
Z
3
E
E
M
m
o
t
o
目
白
己
且
E
Z
E同

『

m
m
E
E
E
M
Z
)
と
結
び



っ
く
回
目

m
F
E円
一
己
戸
井
百
件
。

g易
を

編

制

す

る

と
出
己
己
ωor同日rHdBO井
と
白
合
同
以
降
、
ロ
E
吉
宮
田
昌
汗
が
代
っ
て
設
場
し
た
。
そ
の
他
に
、
口
君
。
ロ
言
。
EO]-REPP
出
向
ユ
自
己

口
町
田
氏
包
仲
買

国

gr
が
結
合
し
て
い
た
が
、

一
九

O
四
年
に

間口。品。ロ叩
u
r
E
Z

• 
回
目
色
巳
時
宮
島
問
宮
中
も
ま
た
夫
々
出
訪
問
E
日
罫
言
。
"
の
宮
中
固
有
g
m
o
r白
骨

(
2
z
a
n
E
E
E
Z
F開
E
E
E
E
O
〉
口
)
と
一
迅
繋
し
て

い
た
。
更
に
、
「
石
炭
協
定
」
に
ー
よ
り
確
立
せ
ら
れ
た
石
炭
む
流
通
過
程
の
澗
占
と
結
合
し
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
二
大
石
炭
尚
フ
り

l

ド
ゥ
レ
シ
ダ

l
(
F
E
E巴
国
民
色
白
E

S
及
び
ヴ
ォ
ル
ハ
イ
ム

2
5
2
4〈
GHF25)
白
而
か
ら
む
結
び
ワ
き
を
考
察
す
れ
ば
、
フ
リ

ー
ド
ゥ
レ
ン
ダ

l
陀
は
、
出

OH-EO同
国
E
骨
]ω
同
町
吉
宮
口
EP『
目
〔
一
九
一
一
年
以
後
は
ロ
E
H
R
F
O
出
自

δ
が
、
ザ
ォ
ル
ハ
イ
ム
に
は

、

、

、

、

、

マ

グ

ナ

1
テ
ン

巴
5
m
m
E
O
H
F
p
r
が
結
合
し
て
い
ら
か
く
し
て
、
生
産
過
程
に
や
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
園
庫
〔
王
と
し
て
石
器
と
大
貴
放
白
川
畑
占
・

琉
遁
迦
程
忙
沿
け
る
ベ
ル
リ
ン
白
商
業
者
本
の
渦
占
、
と
り
こ
う
の
商
へ
合
生
す
る
ベ
ル
リ
ン
自
大
銀
行
の
淵
占
慨
系
が
認
め
ら
れ

、

、

る
。
前
期
的
猟
占
と
近
代
的
濁
占
と
白
重
強
か
ら
生
じ
て
い
る
オ

1
ベ
ル
シ
ュ
レ
ジ
ェ
ン
白
銭
H

石
決
工
業
の
集
中
川
川
狐
占
の
特
殊

な
性
格
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
銀
行
者
木
白
パ
ッ
シ

1
フ
な
位
置
に
注
意
ず
べ
き
で
あ
る
。

日

オ

1
ベ
ル
シ
↑

ν
ジ
ェ
ツ
に
お
い
て
は
一
七
九
六
年
に
ク
ラ
イ
ず
ィ
ツ
ッ
拠
融
所

(
B
E
E岳
民
E
)

ロ
ヨ

1
ロ
吋
パ
大
陸
最
初
の
コ

1

ク
ス
高
溜
が
設
け
ら
れ
た
が
、
木
貴
高
閣
か
ら
コ
ー
ク
ス
高
燭
へ
の
移
行
も
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
ζ

一
八
三
五
六
O
年
目
聞
に
完
投
せ

L
れ
た
の
に
封
し
て
、
柵
〈
七
0
年
代
に
及
ん
で
完
了
し
て
い
る
。
更
に
、
と
旧
移
行
も
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
製
蹴
業
申
立
地
傑
件
の
欝

化
を
招
鼎
L
森
林
地
帯
ん
い
ら
右
山
巨
摩
白
地
帯
へ
り
移
動
を
生
じ
所
有
閥
搾
白
措
輔
が
認
め
ら
一
札
た
り
に
潤
し
て
、
ォ
ー
ベ
ル
υv
ュ
レ
ジ
ェ

ν
に
お
い
て
は
錨
鏑
・
右
炭
・
亜
鉛
撃
は
併
存
し
て
産
出
せ
ら
れ
、
鏑
山
業
・
農
業
・
枠
業
円
前
期
的
コ
シ
ピ
ナ
テ
ィ
オ
シ
が
維
持
さ
れ

J

2
T
E
 

た
ま
ま
大
貴
族
及
び
プ
ロ
ィ
セ
y
園
陣
白
守
中
に
あ
っ
た
。
(
回
目
出
3
自

E
3
2丸
田
∞
当

4
i
m
目
。
)
七

0
年
代
時
乙
回
コ
ン
ビ
ナ

マ
ダ
ナ

i:

テ
ィ
ォ

γ
は
株
式
曾
世
・
鏑
山
共
有
組
合

ω
形
留
に
表
現
せ
p
b
れ
、
と
の
時
に
、
「
オ
1
ベ
ル
シ
ム
レ
ジ
ェ
ン
円
特
賭
怯
・
即
ち
大
貴
族
四

註

所
有
か
与
斑
L
ζ
い
る
民

1
梓
繰
替
と
大
工
業
管
関
と
の
腕
一
が
現
わ
れ
て
〈
る
。
」
と
い
わ
れ
、
(
同
g
n
v
gプ
E
R
u
a
o
z
a
o
E
S宮町内

V
イ
ツ
金
融
賓
本
の
構
建
的
特
質

，~) 

第
六
占
1

七
巻

= 
/、

一
第
六
輯

七



、

ド
イ
ツ
金
融
整
本
田
構
的
撞
特
質

(一》

七
回

第
六
十
七
巻

コ

ノ又

第
六
続

(16) 

出
B
E目
出
血
E
E
O
H
C
U
4
回
目
。
)
西
ド
イ
ツ
の
「
混
合
企
業
」
と
同
樺
四
「
近
代
的
な
混
合
企
業
に
な
っ
た
」
(
国
4
E
E
P
N
b
t
回
目
。
)

、
、
、
、
、

か
に
見
え
た
。

錨
工
業
を
例
目
と
ろ
う
。
「
一
言
で
も
っ
て
凶
え
ば
、
単
純
企
業
と
国
骨
企
業
ー
と
の
具
髄
的
生
産
諾
僚
件
は
オ
1
ベ
ル
シ
ム

ν
ジ
ェ
ン
忙
お
い

C
は
本
質
的
に
同
帯
で
あ
る
。
」
(
出
。
百
E
E
u
岳民目

M
L
E
E
S
ト
1
マ
ス
法
は
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
庚
汎
に
剥
用
せ

b
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

同
o
b
M
m
ω
i
E島

F
臣
官
伊
国
内

F
F
-お
品
目
岳
民

F
以
外
は
生
産
規
模
も
豆
大
で
な
く
単
純
企
業
で
も
到
達
し
得
る
生
摩
力
で
あ
っ
た
。
真
に
、

混
合
企
業
位
、
そ
白
生
産
施
間
が
統
一
的
に
一
倍
所
に
集
中
せ
与
れ
て
い
な
い
白
で
、
材
料
運
搬
費
は
む
し
句
単
純
企
業
よ
り
も
大
で
あ

D
、

高
嘘
ガ
ス
の
利
用
さ
え
出
車
な
か
ワ
た
。

(18)(17) 

。・

H
宮内

Hm】♂
&
M
R
m
-
国
語
凶

。・

vznY岳
民
・
目
・
巴
一
回
一
九

O
一
一
一
年
、
大
量
に
完
成
品
を
生
犀
し
て
い
た
ニ
ヲ
自
製
鎖
所
、
針
金
U

た
め
田
原
料
と
し
て
の
半
壊
品
を

火
い
℃
い
た
出
臨
時
国
防
目

F
言
。
と
、
銃
銅
白
た
泊
四
原
料
と
し
て

U
半
製
品
在
欠
い
て
い
た

d
Z円山岳
-2Mmovo
巴
百
回
目
白
E
E
O
K
P
白・

と
は
イ

ν
テ
レ

N
Y

セ
ン
ゲ
マ
ィ
ン
シ
ャ
フ

E
を
締
結

L
、
一
丸

O
四
年
に
出
生
E
E
司

P
E長
官
【
の
が
夢
却
し
た
。
こ
の
苧
製
品
消
費
者
に

甜
抗
す
る
意
味
で
は
な
〈
、
他
回
大
量
に
中
製
品
を
生
産
す
る
最
も
重
要
な
製
品
副
所
が
同
時
に
イ
ン
テ

ν
ザ
セ
ン
ゲ
マ
ィ
ン
シ
ャ

7
ト
を
締

拍
し
た
。
印
ち
、
同
E
唱
日
仏

F
E
E
E
2
0
u
M吋
口
旦
E
聞か己

F
同
文
言
語
困

E
同
〉
'
C
E司
需
品
V
E
目
白
回
目
nrc吉
岡
げ

050tn

(
回
目

F
岳
告
件
。
)
が
こ
れ
で
あ
る
。

ζ

れ
ち
の
諸
企
業
の
集
中
田
原
闘
は
、
各
製
錦
町
田
康
延
遇
税
の
規
格
化
に
基
づ
〈
分
業
に
止
り
勢
働

生
障
位
を
高
め
る
た
め
に
、
存
企
業
の
共
同
計
算
を
必
要
と
し
た
貼
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
工
場
生
産
に
誼
合
せ
る
集
結
」
が
行
わ
れ
た
わ

(20) (19) 

け
で
あ
る
。

財
布
曹
♂
N
込
町
民

-m-
問。∞

。

Hn骨
y
pも
え
・
田
忠
岡
、
t
F
回。
ω
F
回
同
日
∞

t
m・目印匂



抱

電

気

事

業

一
八
四
七
年
む
由
自
国

E
侍
国
巳
件
。
商
曾
創
立
を
起
献
と
す
る
電
筑
工
業
の
設
展
は
、
玩
-
に
七

0
年
代
、
弱
電
郁
門
の
全
ヨ

l
ロ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
z

ヴ
バ
的
地
位
を
確
立
し
て
い
る
が
、
銀
行
資
本
白
特
接
友
闘
聯
が
生
じ
た
白
は
漸
く
八

0
年
代
以
降
で
あ
る
。
:
強
宮
部
門
が
登
場
し

機
械
的
大
量
生
産
方
法
が
支
配
的
と
な
り
正
白
生
産
方
式
が
弱
電
部
門
白
生
産
方
訟
を
も
根
本
的
に
愛
草
し
、
医
大
な
仲
わ
秘
か
が

誠
司
本
構
成
に
沿
い
て
大
き
た
比
重
を
占
め
る
と
と
も
に
始
ま
る
。
八
三
年
に
エ
ミ
l
ル
・
ラ

l
テ
ナ
ウ

B
E
-
P
F
E
E
)
と
由
。

由。
E
h
w
出
己
件
。
と
の
協
働
で
、
銀
行
白
援
助
白
下
に
創
設
せ
ら
れ
た
巴
E
訟
の
宵
同
島
∞

Q
D
C
2
0
]一円
EP
コ
E

2ロ間
0
4
P
E
Z
同
庁

、
、
、
、
、

は
五
百
寓
T

ル
ク
の
資
本
主
以
て
鷲
足
し
、
八
八
年
以
降
回
目
E
O
E
砕
固
と
停
ぬ
か
ら
分
離
・
九
四
年
に
完
全
忙
猟
立
し
て
、

B 
付
円
円
『

H
B仲

句
。
目
。
E
h
F
白
色
件
。
と
比
肩
す
る

E
大
電
気
コ

V

ツ
Z

ル
ン

KF口
均

O
E
O
-
o
巴
ow吉
弘

E
円
。
自
己
官
岳
民
"
に
褒
展
し
、
九
九
年
に
は

株
式
費
本
六
千
寓
マ
ル
ク
白
他
に
積
立
金
・
杭
依
・
制
制
下
の
「
信
用
合
枇
』

2
2苦
臣
E
E
E
)
白
省
本
を
加
算
す
れ
ば
一
出
F
F
h

寓
マ
ル
ク

O
安
本
を
運
用
し
て
い
る
の
}
ま
た
、
八

0
年
代
以
降
二

0
年
聞
に
電
気
工
業
部
門
に
投
下
せ
ら
れ
た
唆
本
総
長
は
一

O
億

、
、
、
、

n

マ
ル
ク
に
近
い
と
算
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
乙
白
司
ド
4

h

h

ノ
左
飛
躍
的
建
展
を
示
し
た
電
気
工
業
に
は
、
-
一
九

O
O
l
一
年
の
恐
慌
白
直
前
、

b
つ
白
群
に
分
れ
て
い
る
ご
七
の
主
延
命
祉
が
あ
り
、
夫
々

q詳
の
背
後
に
は
相
応
や
る
「
バ
ン
ク
グ
ル
ツ
ベ

L
(
E
Z
E
F
目
白
石

2
 

2
Z与
が
支
柱
と
在
っ
て
い
た
。

R
R

出。
-
Z
ω
J
R
H
P
E
E
d号、
J
R
阿国
E
E
2
J
H
小
電
気
合
祉
の
型
。
=
図
。
一
己
ω、
に
は
出
。
ユ
E
E
出
E
M
Y
E
H
p
r
E
4
2
、

に
は
出
自
己
E
2
ロ
円
件
。
早
急
E
F
R
同
Z
E目
。
ー
に
は
ロ
5
m
L
E
2
同
日
告

E
E
E胃

E
H
司
自
己
巳
ロ
ロ
ハ
H
H
Z
E門
市
ぬ
が
関
係
し
て
い

た
が
、
小
銀
行
白
資
本
力
と
組
織
と
り
限
界
か
ら
、
個
々
の
業
務
、
殊
に
ベ
ル
リ
ジ
取
引
所
で
白
護
行
業
務
、
後
起
柿
助
・
貸
付
に

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

よ
る
一
一
府
投
機
的
な
参
興
等
、

E
な
し
た
に
す
ぎ
歩
、
一
般
に
寝
技
な
結
合
で
は
左
か
円

J

た
。
一
史
陀
進
ん
で
一
合
祉
と
密
接
陀
結
合

(i) 

ド
イ
ツ
金
融
賓
本
白
樺
建
的
特
質

1-) 

第
六
十
七
巻

丹、

第
六
抗

七
豆



ド
イ
ツ
金
融
交
本
O
構
造
的
特
質

H 

第
六
十
七
巻

一一一八四

第
六
世

七
六

し

た

場

合

同

工

関

E
E
2
3
の

D

E

E

P

虐
5

5

2

t

「
企
業
化
組
み
入
れ
ら
れ
た
一
稜
起
品
目
「
山
」
喜
久

、j'

到
、
、
、

銀
行
は
合
祉
と
共
倒
れ
と
な
9
た
。
何

R
R
P
E存
立
、
日
巾
電
気
合
枇
凸
型
。
九
八
年
ま
で
は
〉

p
r
E
3
2
ω
自

d

凶
年
同
号

E

T

H
E
R
Eロ
が
斡
援
に
結
合
し
て
い
た
が
、

mnrHroz
は
出
目
]20耳
目
の
「
レ

l
ヴ
z

・
2

V

ツ
エ
ル

Y
L
D
【
民
自
白
ロ
円
の
¥
と
白
〈
μ

同
の
要
求
を
拒
否
し
た
時
か
ら
と
の
結
合
を
解
か
れ
、
小
電
気
舎
枇
白
場
合
と
同
様
白
吠
態
に
お
か
れ
た
。
九
八
年
は
常
信
用
工
業
白

最
も
熔
か
し
い
飛
躍

D
時
期
で
あ
り
、
小
銀
行
か
己
主
た
閏
身
。
「
金
融
合
引
」
(
出
吉
日
間
自
E
E
E
D
)
か
ら
資
本
需
嬰
社
充
足
川
市
刑

た
た
め
、
出
口
冨
品
。
耳
は
自
ら
銀
行
で
あ
ろ
ラ
と
す
る
方
針
を
占
う
た
の
で
あ
る
が
、
恐
慌
と
同
時
に
危
機
に
陥
り
、
一
九

O
ゴ一年‘

巴
z
z
n
F何
回
目
r
c
協
働
に
上
り
回
耳
目
。
自
仲
間
P]mg
陀
統
合
せ
ら
れ
た
。
大
銀
行
に
よ
る
電
気
工
業
む
集
中
温
棋
の
直
披
の
促

〕

進
・
蕉
業
誠
司
木
由
裂
達
に
遡
令
し
て
来
た
銀
行
費
水
白
銅
占
段
階
に
沿
い
て
占
め
る
新
し
い
位
置
の
一
端
を
示
す
。
出

E

問。
E
O
E

(
 

砕
出
色
ω
r
o
J
R
P
開
。
・

J
R
n
d
E
O口
出
合
・
ミ
リ
大
電
気
合
刷
白
羽
。
銀
行
の
電
気
工
業
と
の
刷
係
に
沿
け
る
一
般
的
傾
向
は
、
銀

釘
は
出
来
る
限
り
確
賀
忙
一
台
枇
と
結
び
づ
き
、
そ
白
た
品
に
あ
ら
ゆ
品
業
務
白
配
慮
を
な
す
離
に
あ
る
。
そ
り
典
型
は
り
の
E
E
g

zロ
げ
白
田
呂
田
m
E
h
r
国
防
]
防
庁
。
と
り
結
合
で
あ
る
。
巴
2
日
hF5
回
z
r
は
由
自
己
O
E
h
w
出
品
r
o
D
護
行
コ
シ
ソ
ル
テ
イ
ウ
ム

hu

b
い
て
他
白
銀
行
白
従
属
参
興

(
5
5
E
Z
M
mロロ問
)
E認
め
る
以
外
に
は
他
白
銀
行
白
介
入
を
許
さ
な
い
。
出
OH]52
回
目
弘
法
問
。

と
白
進
行
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
に
恥
い
て
は
出
己
]E耳
出
M
W

目
-o

開
口

m
n
E
P
の
K

阿
国
・
。
・
と
の
問
問
係
も
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
が
、

-ω問。
E
-
R
E
P
が
.
あ
る
い
は
り

2
z
n宮
出

s
r
が
、
主
導
的
役
割
を
果
す
。
と
の
よ
う
な
巴
g
z
n
r
o
出
E
W
の
位
置
は
、

LPH凶
-m・

が
目
。
E
O
E
h
F
E丘町
ro
と
共
同
し
て
い
た
時
期
か
ら
む
停
統
的
閥
係
、
そ
の
資
本
市
場
で
白
殊
に
外
闘
と
の
業
務
閥
聯
で
の
優
越

し
た
地
位
に
基
い
て
い
る
c

が
、
し
か
し
・
な
が
ら
、
句
。
白
書
ro
出
E
r
と
回
呂
田
O
E
h昨
国
巳
mrp
出
E
5
2
国
E
己

o-m問
自
己
目
宵
宮
司

、aP7〉
同

'c.と
心
二
つ
の
結
合
の
差
異
は
、
基
本
的
に
は
一
一
円

J

の
電
気
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
具
う
た
性
特
か
ら
規
定
せ
も
れ
て
い
る
。



ほ
創
設
D
蛍
初
か
ら
そ
の
主
要
力
貼
主
電
気
企
業
の
琵
起
業
務
に
K
M

吉、

ら
生
す
る
詮
朱
保
有
に
あ
℃
ら
れ
、
自
身
の
生
産
施
設
の
た
め
に
は
資
本
の
約
三
分
の
一
を
投
下
し
て
い
る
忙
す
ぎ
な
い
。
‘
じ
か
も
、

そ
の
瑳
起
業
務
慨
系
白
一
環
と
し
て
有
力
な
「
信
用
曾
枇
」

2
E明石
ao--S阻
止
)
を
強
力
に
利
用
し
て
い
た
た
め
に
、
〉
-
明
白
は

「
工
業
企
業
並
び
に
銀
行
企
業
と
し
て
の
二
重
性
悦
」
色
4
Z
n
y全
身
長

E
E
R
I
E
F
E
E
t
E
B
)
を
有
し
て
い
る
。

回目。
E
m
E
再
出
色
uro
も
次
第
に
と
白
性
格
を
帯
び
て
〈
る
忙
し
で
も
、
九

O
年
に
株
式
合
計
へ
改
組
ぜ
ら
れ
た
後
も
依
然
と
し
て

日
ジ

1
メ
ン
ス
家
の
家
族
所
有
で
あ
り
保
守
的
佐
伯
仲
が
強
い
。
雨
者
白
差
異
は
、
「
k
F
出
。
・
が
そ
れ
自
慨
。
銀
行
官
、
あ
る
り
に
、

mm 

E
自
由
伊
骨
出
血
]
長
。
仕
護
起
業
務
に
沿
い
て
本
来
白
銀
行
機
闘
に
依
存
し
て
い
る
L

黙
に
現
わ
れ
て
く
る
e

か
か
る
意
味
に
沿
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
「

kr出
・
の
と
自
2
4
0
5
待
問
早
宮
市
と
は
工
業
主
の
者
本
需
市
町
と
資
木
所
有
と
白
相
具
る
構
造
の
揚
令
の
管
業
上
の
議
連
合
弓

、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
釘

白
型
で
あ
り
、
ま
た
そ
恥
故
忙
、
銀
行
の
工
業
に
射
す
る
閣
聯
白
二
つ
り
特
殊
友
型
で
も
あ
る
。
」
と
規
定
し
得
る
。
さ
て
弐
に

d
E
E
E
o
r
E
E
Z
U
2
0
=∞
の
宮
コ
の
場
合
、
電
気
合
一
世
は
本
質
的
に
は
唯
一
つ
白
銀
行
と
の
み
結
合
す
る
と
い
う
傾
向
の
例
外
を

が
「
レ

1
グ
ェ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
〕
白
一
環
を
な
し
て
い
る
ζ

と
か
ら
由
来
し
て
い
る
。
九

資
木
の
大
学
院
創
立
し
た
品
開
枇
の
株
式
引
受
か

k
p
・出・

c・

な
す
n

い
う
ま
で
も
な
く
匂
目
。
回
開
。

一
年
に

HV24。
向
。
。
・
が
ア
メ
リ
カ
白

R
R

パ
「
宮
ヨ
EHH
国

c
E百
回
、
、
と
石
炭
壬
テ
ィ
ッ
セ
ン

(455HH陶

w
h
F
E
岩
手
F
2旨
相

関

F)

と
の
協
力
。
下
に

d
E
S
戸
の
を
創
立
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
「
レ

l
ず
7

・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
に
従
来
関
係
し
て
来
た
例
入
金

融
業
者
及
び
銀
行
、
国

O
E
h庁出
E
臣
、
出
-orFH注
目
、

HHR。
E
。ーの

B
O
]
Z
E『

F
己
目
包
Z
H
出
E
F
ロR
旨
豊
島

2
出
自
]
♂
は
い
わ
ゆ
る

「レ

1
ず
エ
園
グ
ル
ッ
ベ
」

(F02品
目
zn)
を
形
成
し
、
九
八
年
に
は
吏
に
』
由
。
g
p
g
E
m
mロョ
mn百
円
出
E
r
z耳
目
も
参
加
し
た

、、

と
の
銀
行
集
閣
に
沿
い
て
は
四
大
銀
行
が
そ
の
問
D
競
争
に
よ
り
ま
た
業
務
種
類
に
上
り
主
導
的
銀
行
は
具
ワ
て

「レ

l
ヴ
ェ
・
コ
ン
ツ
Z

ル
y
L
綿
憾
の
す
べ
で
の
銀
行
業
務
を
配
慮
し
て
い
た
。
急
速
な
褒
展

り
で
あ
る
が
、

い
る
が
主
導
的
位
置
に
あ
り
、

ド
イ
ツ
金
融
安
本
田
構
諸
問
特
質

H 

第
六
十
士
巻

=
一
八
王

第
宍
披

+: 
4二



ド
イ
ヅ
金
融
安
本
四
構
靖
的
特
質

(ー)

第
六
十
七
巻

一
八
六

第
六
輯

七
八

に
上
る
彪
大
な
資
本
需
要
と
と
も
に
「
レ
l
ヴ
ェ
・
コ

Y
ツ
ェ
ル

y
」
白
護
展
に
と
っ
て
「
レ
l
ヴ
ェ
・
グ
ル
ッ
ベ
」
白
活
動
は
決

定
的
な
号
メ
ン
}
と
な
っ
て
い
た
白
で
あ
る
が
、

な
し
て
い
る
と
と
、
乙
白
一
一
新
に
よ
っ
て
D
み
他
の
大
電
気
ヨ

y
ツ
ェ
ル

y
D
場
合
と
業
別
せ
ら
札
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
九

O
o
-
-
年
白
恐
慌
の
結
果
、
一
九

O三
年
に
、
∞
n
F
E
W
O
H門
は
出
E
E
O
E
持
出
戸
]
m
g
巴
合
同
せ
ら
れ
、

kr開
の
と

問
ロ
一
皇
国
'C・
・
ど
は
イ
ン
テ
レ
ッ
セ
ン
ヂ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
を
締
結
し
一
九

O
四
年
に
は
令
同
し
た
。
か
く
し
て
、
一
方
に
持
い
て

2
3
5扇
仲

間

同

]mro
と
結
び
。
〈
ロ
E
z
n
Z
出
E
W
の
楼
力
的
地
位
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
他
方
に
む
い
て
〉
国
・
0-
の
木
十
件
白

出
OH]EOH
回
目
ι
o
E向
。
白
色
呂
宮
町
田
の
主
導
す
る
「
パ
ン
ク
グ
ル
ツ
ベ
」
へ
「
レ

1
ず
ェ
・
グ
ル
ツ
ベ
」
が
虫
干
加
し
、

「レ

l
ヴ
ェ
・
コ
ン
ウ
ヱ
ル
ン
」
と

d
巳

B
同
・
の
・
と
銀
行
と

D
結
合
は
「
レ

l
ヴ
ェ
・
コ

Y

ツ
ェ
ル
ン
」
の
一
環
を

長且
1"I 

大
銀
行

白

猫

占

的

支

配

慨

系

白

一

撰

大

を

招

来

す

る

と

同

時

比

、

ム

」

白

利

害

仕

癒

着

し

て

ケ

1

-

プ
ル
工
業
と
機
械
工
業
と
を
編
制
下
に
収
め
る
電
気
工
業
の
滴
占
閥
系
は
大
い
に
前
進
し
た
。
己
白
ご
う
の
淵
占
慨
系
の
釣
抗
は
ま

た
同
時
に
ゆ
秘
仏
叩
な
出
携
の
前
提
で
も
あ
る
。
そ
の
明
白
な
指
標
は
一
九

O
五
年
目
早
ロ
宮
F
J
d
Z
E
o
o
F
n
r
g
巴
or白
河
町

E
Z向。

邑】
R
E
P
C
骨
奈
符
合
白
構
成
で
あ
る
。
と
四
合
祉
に
は
九
八
年
の
創
立
以
降
、
唯
出
O
H
E
2
E
S
P
-
ω
円
。
邑
]
m
o
g
p
か
ら
フ

ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
(
明
日
mZ己
認
品
)
‘
ロ

zz。ro
出
mEr
か
ら
グ
ヴ
ィ
ン
ナ

I
(口
言
回
目
品
、
ロ
ヲ
ン
ド

l
リ
ユ
ッ
ケ
(
同
己
目
白

FEro)

K
M
悼
の

等
が
代
表
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
更
に
、

ン
シ
品
ル
ン
」
む
代
表
者
レ

1
ヴ
ェ

〉
開
む
・

の
エ
ミ

1
ル
同
ラ

1
テ
ナ
ウ
(
開
EM回同
RrouE)
、

「レ

I
ヴ
ェ
・
ヨ

(EaoH
戸0
0

望
。
)
、
巴
伝
の
O
E
O
-
b
B
O
E
R
F
M戸
戸
白
サ
ロ
モ
シ
ゾ

1
ン

(F目。
soEOVM品
、
巴
耳
切
品
ロ
再

出P
ロ
r
D
ミ
ユ
ラ

l

(
出
巴
百
三
出
。
門

5
0岡
田
E
r
z向。
ω色
-
R
E
m
p
白
ワ
ル
タ

1
・
ラ

1
テ
ナ
ウ
(
垣
島
官
ニ
Z
Z
E与
が
監
茶
一
役
に

目

就
任
し
て
い
る
。
と
己
に
電
気
工
業
資
本
の
凋
占
慨
系
と
令
生
す
る
銀
行
茨
木
の
狐
占
概
系
を
恭
礎
と
す
る
・
金
融
寡
頭
制
白
支
配

時
系
白
一
環
を
認
め
う
る
。



、

、

、

、

、

、

、

注
意
結
。
「
信
同
曾
酔
」

0
2
E
m
-目。目
F
n
E
t
n
a
-
H
J
E包
括
E
m
-
-
z
t
c
一
八
九
四
年
、
宮
内
省
内
問
。
白
河
目
叫

5
5ロ
肘

-c・
D
た
め
に
わ

mm?

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

E
O
E
Z
E
E
a
E
m
o
t
o
S
E
E
E
A
E
を
創
立
し
た
。
こ
れ
は
電
気
エ
業
・
狭
軌
脚
遁
識
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
「
信
用
曾
警
が
ド
イ
ツ

工
業
組
織
へ
始
め
て
導
入
せ

b
れ
た
場
合
で
あ
宮
、
他
り
す
ペ
て
の
電
信
州
曾
枇
も
こ
わ
に
依
い
、
一
般
に
す
ベ
て
の
電
気
骨
祉
は
何
品
も
、
『
生
産

令
一
位
』
・
『
栴
骨
骨
祉
』
・
『
信
用
曾
祉
』
の
一
一
一
つ
の
構
成
部
分
か
ち
な
る
に
い
た
っ
た
。
「
信
用
曾
紅
」
む
活
動
は
主
と
し
て
仰
電
探
製
作
所
・
電
気

舗
道
泊
料
皆
、
向
親
骨
一
昨
の
生
産
活
動
目
た
め
に
重
要
な
既
設
企
業
の
株
式
引
受
、
山
刊
新
企
業
白
後
起
業
務
轄
に
向
げ
ら
れ
、
か
く
し
て
、
担
行
は

大
規
模
白
資
本
調
謹
白
た
め
の
諮
業
請
の
場
合
に
の
み
直
接
に
電
気
合
祉
と
関
係
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
「
信
用
官
祉
を
介

L
て
電
気
官
祉
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
f

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

連
繋
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
放
に
「
信
用
官
祉
」
は
観
行
究
本
り
電
気
工
業
資
本
と
の
骨
生
白
『
中
間
項
』
を
な
し
て
い
る
。

註
叫
一
八
四
士
年
プ
ロ
イ
セ
ン
砲
兵
士
官
A
F

点
目
。
岡
山
5
B
g
m
と
そ
り
協
力
者
]
白
出
色
件
。
が
工
場
施
設
白
た
め
に
、
後
四
ロ
自
宵
宮

(
 

切

NEr
の
創
設
者
。
。
。
品

ω
E
H
E
b
ι
借
入
し
た
六
千
タ
1

レ
ル
が
、
「
と
の
南
台
の
事
業
の
た
め
に
借
入

L
R
唯
一
四
一
も
の
で
あ
り
、

そ
白
後
は
他
よ
り
資
本
を
抑
「
こ
と
な
し
に
世
界
的
な
ジ
1
メ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
ケ
商
合
に
県
長
し
て
行
っ
た
。
」
と
。

(
7
ェ
ル
ス
ト
「
ジ
ー

メ
ン
ス
停
」
課
頁
九
一
)
一
九
六
八
年
に
?
印
英
電
信
官
位
」
が
九
百
首
マ
ル
ク
円
時
党
本
で
創
間
せ
ら
れ
た
時
、
島
掛
か
あ
に
よ
り

u
y
r

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ン
と
ベ
ル

9
ン
で
集
め
ら
れ
、
毘
団
的
な
商
合
の
名
躍
は
掛
行
の
媒
介
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
方
も
そ
四
一
閃
を
な
し
て
い
た
の
は
技
栂

的
基
従
で
あ
る
o
七
二
年
に
は
創
立
首
相
自
一

O
人
か
ら
棺
業
者
六

O
Q入
、
分
工
場
計
一
T
l
J
一0
0
0人
に
ま
で
噌
大
し
て
い
た
が
、
生

産
方
法
は
楠
械
利
用
よ
り
も
個
人
的
手
捗
働
が
文
間
的
で
あ
ワ
た
と
い
わ
れ
る
。
(
出
回
目
円
目
寄
♂
閉
お
国
主

2
の4
L
E
m
内山内同仏
Ego-wE

巳
O
E同
旦
胃
rzmnroロ]『
H民

間
即
時
円

H0・団内
B
Z
自民凶

mC2陶
】
巧

Mmm何回"のげ
μ
『
己
貯
の
阿
見
明
。
目
白
}
岩
国
間
n
p
出
羽
仏
国
同
・
巴
江
戸
【
昌
国
止
問
回
目
)

出
・
問
自
己
2
w
N庁
、
.
戸
回
目

2
 。“3

 

0
9
 

4
 

0
“
 

5
 

E
 V

イ
ツ
金
融
資
本
自
構
建
的
特
質

守
て
自
詳
細
は
同
呂
田

EWNPB戸
田
…
盟
国

1
印
印
宮
を
容
服
さ
れ
た
い
。

0
・
H
宮内町
H
r
&虫
、
戸
田
両
日
戸

明
。
吉
宮
内
向
。
自
p
n
v
s
は
機
械
エ
印
有
H
E
M
E也

m
E
E
O
Z誌
に

よ

η
七
一
ニ
年
に
機
械
エ
場
と
し
て

--f
ル
シ
ペ
ル
ク
に
創
設
せ
ち
れ
、
漸

(1) 

第
六
十
七
省

'-1. 
七

第
六
披

士
ブL



〆'

• 

vr
イ
ツ
金
融
安
本
町
、
構
在
的
特
質

第
六
韓

i¥. 

O 

(1 ) 

第
六
十
七
巻

二
八
八

夫
彊
宮
部
門
の
生
産
に
移
行
し
、
バ
イ
エ
ル

y
u
個
人
金
融
業
者
・
担
仔
の
援
尉
で
九
五
年
に
棟
式
骨
祉
に
改
組
。
印
H
何
回
戸
内

E
h
w
同
巳
拝
。

と
同
じ
性
格
・
組
織
の
合
一
位
。

(2R)(27)(26) 

出
・
開
H
O
-
-
2
u
N
W
N
R
F
m
-
H
4
ロ

目

白

∞

回

同

《)・一
T
E巴
mw

争
、
・
戸
時
凸
傍
駒
大
野
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
八
六
九
年
に
ミ
シ
ン
製
造
工
場
と
じ
て
創
設
せ

b
れ
た
「
。
向
調
。
仰
の
。
は
武
器
生
産
・
構
械
器
具
生
産
へ
旋
風
し
、
丸
一
年
の

C
E
S

、
、

出
・
口
・
の
創
設
に
よ
り
電
気
部
門
を
加
え
、
-
一
一
部
門
か
ら
な
る
大
コ
ン

ν
エ
ル
ン
と
な
り
、
そ
心
内
面
的
統
一
一
目
傘
下
白
骨
一
世
は

伽

w
p・
の
生
産
す
る
櫨
械
器
具
を
世
用
ず
る
義
務
を
負
う
馳
に
主
り
保
誰
せ
ら
れ
で
い
た
u

H 

a 
z 

(29) 

C
E
H
2品
。
-
5
N
S
h
a
m
-
出
。
叶

-
l以
上
本
腕
ー
ー
一
九
五

7
2一
・
三

O

11;1 




